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序

本報告書は、宜野湾市建設部都市計画課が計画する野嵩第一公園整備事業に

係る開発工事に先立ち、平成26年度～平成27年度にかけて宜野湾市教育委

員会が実施した野嵩上後原古墓群の緊急発掘調査および測量・記録保存調査の

成果をまとめたものであります。

今回、発掘調査が行われた野嵩上後原占墓群は、今から約250年前の近世

期～戦後に位置づけられる遺跡であり、野嵩地域の絡域でもあります。また、

近世期より造られた古墓も時の流れとともにその形が移り変わっていくことも

少なくありませんが、本古墓群が形成された当該丘陵はこれまで大きな土地改

変等がなされず、今日に至るまで丘陵斜面部に良好な形で掘込墓が残されてお

りました。

今回の調査において、古墓の分布状況や型式等を把握することができたこと

により、古墓群が野嵩地域における歴史の一端を物語る貴重な遺産であるとい

えます。

今回の発掘調査の成果が市民の歴史的教材及び文化財保護・活用資料として

広く活かされ、また野嵩地域や宜野湾市及び近隣地域の歴史研究の学術的資料

としてご検討頂ければ幸いに存じます。

末尾になりましたが、調査を実施するにあたりご協力を賜りました関係各位

に対して深く感謝の意を表します。

2017 (平成29)年2月

沖縄県宜野湾市教育委員会

教育長知念春美
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巻頭図版2 67号墓墓室内人骨出士状況（北から）
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例ロ

1. 本報告書は、野嵩第一公園整備事業に係る開発行為に伴い、宜野湾市教育委員会が建設部都市計画課

より執行依頼を受けて、平成26年度に実施した野嵩上後原古絡群の緊急発掘調査の成果を収録した

ものである。

2. 本書に掲載した地図は、基本的に宜野湾市都市計画課発行の都市計画図 (1:2,500)を使用しており、

他の情報図については、宜野湾市教育委員会が管理・運営している GISデータを主に使用している。

3. 本書で使用した士色は、農林水産技術会議事務局監修の『新版標準士色帳』に準じた。

4. 本文中における遺跡の基準方位は、国土座標系（旧座標系）第XV座標系の座標北を用い、層位・遺

構は海抜高（那覇）を基準とした高さである。

5. 本書の編集は、杉村千重美の協力を得て長濱健起が行った。

第 I 章～第w章．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•長濱健起・池原悠貴

6. 現地調査で得られた実測図・写真・画像デジタルデータ・地形測量図等の各種調査記録は、全て宜野

湾市教育委員会文化課に保管している。



凡 例 ー

ビ］墓型式
分類 墓型式 特徴 代表例／市内例 模式図

ガマバカ 自然洞穴を利用する募。
•久米島町ヤッチのガマ

二a 洞穴墓 洞穴開日部を石積みによって塞ぐものを「洞穴囲込墓」と呼ぶ。
・宜野湾市喜友名山川原丘陵古墓群

フトゥキャアブ洞窟
I 

自然の岩陰を利用する墓。
・浦添市伊祖の高御墓

~ b 岩陰墓 岩陰前面を石積みによって塞ぐものを「岩陰囲込墓」と呼ぶ。
・宜野湾市喜友名前原第一古墓群

岩陰A・D

フ掘ィ込ンチ墓ャー 斜而や岩盤を掘り込んだ墓。
・宜野湾市小禄墓 ＼ a 概ね、石積みや漆喰で入口が塞がれるのみで、正面は装飾されない。ただし、

（正面装飾なし） 屋根を構築するものや、例外的に正面のみを亀甲墓状に飾るものもある。
・宜野湾市奥間ノロ墓

b 
ファーフー 正面を装飾した掘込墓で、屋根が破風形（切衰形）になるもの。 ・那覇市玉陵

ご破風墓 墓の背面が露出するものもある。 ・糸灌市幸地腹門中墓

II 

ヒラフチバカ 正面を装飾した掘込墓で、平屋根を構築するもの。 ・浦添市伊祖の入め御拝領墓 二C 平葺墓 眉石は直線状。 ・浦添市内間西原近世墓群1号墓

正面を装飾した掘込墓で、屋根が亀甲形になるもの。平地に建てられるものもあ ・那覇市銘苅古墓群

こd 
カ亀ーミ甲ナク墓ーバカ る。 「伊是名御殿内の墓」

袖回りが省略されて、亀甲の盛り上がりが強調されるものを「ボージャーバカ」と ・宜野湾市大山東方第V丘陵古墓群
呼ぶ。 「大山上江家古墓」

ヤ家ー形グァ墓バカ
平地に建てられた雌で、外観が家の形を呈するもの。

ごa 屋根は概ね破風形（切妻形）であるが、中には亀甲形のものや塔を建てるものが
ある。

III 

カリハカ 平地に建てられた簡易的な墓。

ral b 仮墓 概ね小型で、市販のものと構築されたものがある。中にはやや大きなものもあり、
「箱形墓」と呼称されるものもある。

『宇地泊西原丘陵古墓群』 （城間・伊藤編2008) より転載

回亀甲墓の部位名称
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ウコールイシ

①御香炉石
ジョウイシ

②門石
シミイシ

③隅石
ワチシ吋シ

④脇隅石
ジョウカブイ

⑤門冠い
カガミイシ

⑥鏡石

⑦篇
ゥーシ

⑧臼
クワウーシ

⑨子臼

⑩ヌンチャ

⑪ボージ
ワラビヌテイ

⑫童の手
ヤジョマーイ

⑬袖回り

ソデイシ

⑭袖石
ナージ"-

⑮庭積み
ナーガクイ

⑮庭囲い
サンミデー

⑰三味台

⑱カビアンジ
ハカナー

⑲墓庭
ハカヌジョウ

⑳墓の門
カリバカ

⑪仮墓

⑫墓道＊

⑳シルヒラシ＊

⑭一番壇＊

⑳二番壇＊

⑮イケ

＊本報告では、この称とする

回石積み技法

野面積み 布積み 相方積み



凡例 2

．厨子の分類は、基本的に上江洲均（上江洲 1982)・浦添市教育委員会（浦添市教育委員会 1999、

2006)に倣った。

．厨子番号は墓室内に安置されている状況において、墓□左側より時計回りに任意の番号を付すのを基本
とした。

・諸般の事情により、実測が出来なかった遺物などに関しては、オルソ画像や写真を用いている。

・遺物の集計表や実測図などは紙幅の都合上、割愛したものもある。

・計測単位は遺物によって異なり、観察表右上に単位を示した。

•各厨子の計測位憤および部位名称は以下のとおりである。

上部径（口径）

こ
冒□ 下部径二

横帯1 ' 

二；~~台
， 

横帯2

肩部文様帯

窓

柱貫

柱

胴部文様帯 ~ 刃IIII J !J 銘書面

玉飾

蓮花文

しジ I II 
横帯4

朋部径 ‘l 

口

玉飾

屋根

゜

瓦屋形 唐破風形 位牌形 アーチ形

屋門の分類
『伊祖の入め御拝領墓の厨子甕と被葬者』

（浦添市教育委員会 1999)より抜粋の上、一部加筆
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第I章事業概要

第1節調査に至る経緯

野嵩上後原古墓群は、野嵩区に所在する墓域として知られており、『宜野湾市史』第 1巻にも掲載されて

いる周知の埋蔵文化財包蔵地である。近世以降に丘陵斜面地に形成された掘込雌が多く確認され、一部は現

代（本土復帰前後）になっても使用されていた。

野嵩上後原古墓群が所在する野嵩第一公園の整備事業が計画され、平成25年度に当該地一帯（約2000rrl) 

の埋蔵文化財の有無照会がなされた。それに伴い、市教育委員会は、当該地一帯に周知の埋蔵文化財包蔵地

が所在する旨の回答をし、市建設部都市計画課とその埋蔵文化財の取扱いについて協議した結果、今後の基

礎資料とするための地形測量及び分布調査等を実施することで理解を得た。

平成26年度に実施した地形測量図 (S=l/500)の作成及び分布調査により、残存する多くの占墓が掘込

墓であること、複数の古墓の中に厨子等が安置されていることなどが確認された。これらの結果に基づき、

市教育委員会は市建設部都市計画課に対し、文化財保護法に基づく埋蔵文化財の取扱い及び発掘調査の必要

性を説明し、法定された所定の手続き等について伝えた。その後、市建設部都市計画課と協議をし、当該地

一帯で確認された古墓のうち、士地改変の計画がなされている約2000rrlの範疇に含まれる占墓の緊急発

掘調査を実施した。

第2節調査体制

野嵩第一公園整備事業に伴う野嵩上後原古墓群の埋蔵文化財緊急発掘調査は平成26年度に実施し、資料

整理及び報告書作成に係る整理業務は平成27、28年度に実施した。その調査体制は下記のとおりである。

事業主体 沖縄県宜野湾市教育委員会

事業責任者 教育長 玉城勝秀（平成 26~27 年度）

知念春美（平成28年度）

事業総括 教育部教育部長 宮城光徳（平成26年度）

” ” 島袋清松（平成 21~2s 年度）

” 教育次長 島袋清松（平成26年度）

” ” 伊佐英明（平成 27~28 年度）

文化課課 長 典那原類（平成 26~27 年度）

比嘉 洋（平成28年度）

事業事務 ” 文化財保護係長 森田直哉（平成26年度）

” ” 吉村 純（平成 27~28 年度）

” 文化財保護係主任主事 長濱健起（平成28年度）

” ” ” 仲村 毅（平成28年度）

” ” 主事 伊藤 圭（平成26年度）

” ” ” 長濱健起（平成 26~27 年度）

” ” ” 仲村 毅（平成 26~27 年度）

調査業務 ” 文化財保護係長 森田直哉（平成26年度）

” ” 主事 長濱健起（平成26年度）
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文化課文化財保護係長主事

資料整理業務 II 文化財保護係主任主事

” ” 主事

委託業務

仲村 毅（平成26年度）

長濱健起（平成28年度）

長濱健起（平成27年度）

平成26年度発掘調査支援業務委託 （株）文化財サービス沖縄営業所

平成27年度 出士資料整理業務委託 （株）文化財サービス沖縄営業所

調査指導および調査協力（職名等は現在）

調査指導及び調査協力として下記の方々に指導・協力をいただいた。

新城清子（野嵩2区自治会長）

田場直樹（沖縄県教育庁文化財課記念物班指導主事）

比嘉悦子（沖縄県立芸術大学非常勤講師）宜野湾市文化財保護審議会会長

池田榮史（琉球大学法文学部教授）宜野湾市文化財保護審議会副会長

赤嶺政信（琉球大学法文学部教授）宜野湾市文化財保護審議会委員

新垣義夫（普天満宮司）宜野湾市文化財保護審議会委員

大城逸朗（おきなわ石の会会長）宜野湾市文化財保護審議会委員

恩河 尚（沖縄国際大学非常勤講師）宜野湾市文化財保護審議会委員

崎浜 靖（沖縄国際大学経済学部教授）宜野湾市文化財保護審議会委員

嵩元政秀（沖縄考古学会元会長）宜野湾市文化財保護審議会委員

波平エリ子（沖縄国際大学非常勤講師）宜野湾市文化財保護審議会委員

福島駿介（琉球大学工学部名誉教授）宜野湾市文化財保護審議会委員

宮城邦治（沖縄国際大学法文学部名誉教授）

平敷兼哉（宜野湾市立博物館）

仲村 健（宜野湾市立博物館）

池原悠貴（宜野湾市教育委員会文化課）

屋比久千江美（宜野湾市教育委員会文化課）

譴和美（宜野湾市教育委員会元文化課）

西銘五月（宜野湾市教育委員会元文化課）

宜野湾市役所建設部都市計画課

宜野湾市役所建設部用地課
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第II章位猶と環境

第1節地理的環境

宜野湾市は、沖縄本島中部にあり、那覇市の北方約 12kmの地点に位置している。北は北谷町、北東は北

中城村、東は中城村、東南には西原町、南は浦添市が隣接し、西側は東シナ海に面している。市域の総而積

は、約 19.80匝 (2014年度現在）で、東西に約6km、南北に約5kmの略長方形を呈している。市の北側

にはキャンプ瑞慶覧基地、中央には普天間飛行場が占有することから市民の居住地はその周縁部に展開して

いる。市全域に占める拮地面積の割合は約32.4%(2012年現在）となっている。市域には、国道58号線、

330号線等のほか、沖縄自動車道北中城IC・西原ICへのアクセス道路として、県道宜野湾北中城線や34

号線などの主要幹線道路が縦横に展開し、中南部と北部地域を結ぶ交通の要所となっている。

本市の地層は、泥岩や砂岩から成る新第三紀島尻層群を基盤とし、その上に不整合に琉球石灰岩が分布、

市域西側海岸沿いの低地には沖槙層である砂層が堆積している。市域東側の丘陵地では島尻層群が風化して

できたジャーガル士壌及び、石灰岩台地上の島尻マージと呼ばれる士壌が広く分布している。

地形を見ると、海岸から内陸に向かって雛壇状の海岸段丘から成り、中位段丘と低位段丘に大別され、そ

れぞれ下位面、上位而に区分する 4つの段丘而を有している（宜野湾市史編集委員会編2000)。低位段丘

下位面（第 1 面）は、比屋良川河口から宇地泊、真志喜、大山、伊佐に連なる標高 3~30m の海岸低地で

ある。低位上位面は（第 2 面）は、標高 30~40m の石灰岩段丘で、大山、真志喜、宇地泊、伊佐の住宅

地となっている。中位段丘下位而（第3面）は、キャンプ瑞慶覧から普天間飛行場基地へと延びる標高50

~90m の石灰岩段丘である。中位段丘上位面（第 4 面）は、標高 90m 以上の高地であり、我如古から野

嵩に至る国道330号線沿いとなっている。

市の北側に普天間川、南側に比屋良川が流れ、段丘面を横断するように発達している。段丘面の境には、

宜野湾市
---------
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． 
沖大東鳥（ラサ鳥）

第II-1図 宜野湾市と野嵩の位置
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比高の異なる段丘崖があり段丘

縁辺に洞穴（吸込口）や琉球石

灰岩から浸透した雨水が不透水

性の島尻層で地下水となって発

達し、石灰岩を侵食して多くの

鍾乳洞を形成している。これら

の地下水は、段丘崖で、島尻層

と琉球石灰岩の不整合面から湧

きだし、古来より湧泉として

人々に利用されてきた。

西普天間住宅地区の所在する

地域は、字普天間、字安仁屋、

字新城の4つの地区に跨ってお

り、県道81号線に面した中位

段丘の縁辺部（標高60m前後）

から、海岸低地（標高 10m前後）

へ至る斜面地となっている。特

に喜友名グスクの所在する西側

の緑地部分は、急傾斜地となっ

ており、基地接収後からほとん

ど開発等の影響を受けず、戦前

からの地形が良好に保存されて

いる場所である。緑地帯北側の

標高 14~16m ラインには、不

透水性の島尻層と透水性の琉球

ゃ＼ 

0 2km 一

層

冒島尻層群泥岩

璽 埋立地

石灰岩との境があり、その不整
第II-2図宜野湾市の地質図

合面からは地下水が湧きだし、

多数の湧泉が形成されている。市の国指定文化財である喜友名泉もこれらの湧泉と同じ標高レベルに位置す

る湧泉であり、宜野湾市の自然地形・地質を象徴する場所と言える。

また、地区南東から北西側に延びるイシジャーは、「河川渓谷状の地形を示し、一部流水も見られ、他の

琉球石灰岩地域では見られない、珍しい地形」（宜野湾市教育委員会2015)であり、地形形成について学

術上貴重な地形とされている。特に中流域は両岸が高さ 10~14m程の琉球石灰岩の切り立った崖となっ

ており、両崖面には、多数の小洞窟やそれらを利用した掘込墓がある。洞窟天井部には鍾乳石やカーテン（鍾

乳洞で形成される水滴のつらら）などが確認されている。これらの存在からイシジャーの形成は、「かつて

鍾乳洞の天井が崩れてできたドリーネの可能性が示唆され、河床部の岩塊は落盤した天井部の岩盤の可能性

がある。」（宜野湾市教育委員会2015)

イシジャーを除く地区中央から東側一帯は、戦前から近隣集落の田畑として利用されていた場所であるが、

韮地接収後に米軍の住宅地として大規模な造成工事によって地形改変がなされている。
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第II-3図宜野湾市地形分類図

第2節歴史的環境

沖縄諸島に人々が住み始めたのは今から 3万年程前に遡り、旧石器時代と呼称される時代で宜野湾市におい

ても大山洞穴から「大山洞人」と称される 20歳前後の男性の下顎骨が発見されている（高宮ほか 1975,鈴木

1975)。また、普天満宮洞穴遺跡等では、リュウキュウムカシキョン等のシカ類の化石が多数発見されている（宜

野湾市教育委員会 1989)。

現在からおよそ 6,000 年~7,000 年前から 1,000~800 年前までの数千年に及ぶ時代を沖縄貝塚時代

と称する狩猟・採集の時代となる。沖縄貝塚時代は、遺跡の立地・出士遺物等の違いから早期・前期・中期・

後期に大別されている。前期は市域を含め、沖縄諸島域に当時の上器形式が広く分布していることから、定

着的な集団により各地域に遺跡が形成される時期と考えられる。貝塚時代中期は、拠点的な大規模集落が平

地に展開し、小規模遺跡がその周縁に点在しており市域では、西側琉球石灰岩地帯で顕著に見られる。後期

には、前述の西側琉球石灰岩地帯に加えて、海岸低地の砂地にも居住域が拡散しており、その規模も一律的

に大きくなっていくようである（宜野湾市教育委員会 1989)。

12 世紀から 15 世紀に及ぶグスク時代は、沖縄において初めて農耕を基礎とする社会が形成•発達した

時期である。市域のグスク時代の遺跡は、迫地や河川流域の谷底低地を控える平地・丘陵斜面・段丘縁の高

所に立地しており、市域の伝統的集落である近世の“村’の形態がこの時期に形成され始める。生産的農耕

社会を墓盤とした社会が展開していく中で、農耕の基盤である士地・その生産を支える道具の入手や制作・

同時期に展開された日本や中国・朝鮮・東アジア地域との交易などを通して各地域の集団は共同化したと考

えられ、その中から‘‘按司”と称される在地支配者層が出現する。

按司を巾心とした各地域の集団は、相互に抗争を繰り返しながら次第に淘汰され、 14世紀頃には、中山・

山北・山南の3つの小国家が成立する。市の真志喜区に所在する県指定文化財の森の川には、中山の王とし
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て1372年に公式に明朝に朝貢した「察度」の出自が記された石碑が残されている。その後、 1429年には尚

巴志が三山を統一し、琉球王国誕生へと至る。グスク時代から第二尚氏王朝前期の 1609年島津侵入までを

歴史学では古琉球と称し、中世に相当する。

琉球王国は島津の支配を受けながらも王国としての休裁を保ちつつ、中国（明・清）との交易を行ってい

た。近世琉球と称される時代である。市域の集落は、碁盤型の集落と屋取集落が存在していた。この集落形

態は、近世に開始され、耕作地を増やすために小規模に点々と存在した集落を一箇所に集め、平地を田畑ヘ

と開墾していった。さらに 18世紀以降、首里や那覇の士族の移住により屋取集落が形成されていった。

近代以降は、1872年（明治5)に琉球藩、1879年（明治 12)には沖縄県の設骰が強行され、1881年（明

治 14)6月には中頭一帯を管轄する中頭役所が宜野湾間切番所内に併設された（宜野湾市史編集委員会編

1985)。その後、中頭郡教育事務所、巾頭郡組合農事試験場などの官公署が相次いで設置されたことにより、

市域は本島中部地域の政治・経済・教育の中心となった。 1902年（明治35)には首里から普天間に至る

普天間街道、1922年（大正 11)には県営鉄道嘉手名線（軽便鉄道）が開通した。 1908年（明治41)の「沖

縄県及び島嶼町村制」施行により従来の間切は町・村に、村は字に改められ、宜野湾間切は宜野湾村となった。

1945年（昭和20)4月 1日、中部西海岸に上陸した米軍に対する日本軍の前線基地として、本市域も

壊滅的な打撃を被り、さらには戦後の軍用地接収と度用なる基地造成によって市域の景観は大きく変貌する

こととなった。他地域に比べ僅かに焼失を免れた野嵩地区が住民の収容所の一つとなった。その後、 1946

年（昭和21)9月以降、故地ないしはその近傍に帰住が許可され、社会基盤の復活が果たされると米軍基

地関連産業の活況により市域の人口も急増した。 1962年（昭和37)7月 1日には市に昇格した。

第3節野嵩の位置と環境

イークシバル

野嵩上後原古墓群が所在する野嵩地域は、宜野湾市の北東側に位置し、北側に普天間、西側に新城、

南側に上原の各区及び、東側に北中城村字安谷屋や中城村字登又と隣接する。現在の野嵩は、市役所や

市民会館などの施設が立地する本市の行政上の中心地である。 1日集落は、北側に位置する丘陵を背にし
イリジョーバル

て、野嵩原、西門原、上後原に形成される。当該古墓群は主に上後原に形成されるが、一部は西門原や
アサトウバタキバル

安里吊原にも及んでいる。

第 1章でも述べたように、本市の地形は4つの海岸段丘が雛壇状に展開する（第 1-2図）。野嵩地域は、

300m 
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主に段丘第3面（巾位段丘下位面）に位置しており、当該古墓群は同面上の琉球石灰岩丘陵上に形成され、

その標高は約 so~100m を測る。

野嵩地域の南西側には、市域の中央を占有する普天間飛行場の東縁から丘陵地が延びており、ここに野嵩上

後原古墓群が立地する。現在では公園整備が進められ、士地造成工事などが行われている。この丘陵地の北縁

辺部には崖面が形成されており、特に北東側の崖縁は「ヒージャーガーバンタ」と称される。また、ヒージャーガー

バンタ南側の丘陵上面は、標高98mほどの平場を形成しており、「チチナガミモー（ジュウゴヤモー）」と称

される。ここは、旧暦8月 15日に行われる「ウチチウマチー田祭り）」という祭事に月の出を待つ場所であっ

た。ヒージャーガーバンタの崖縁は、県道35号線拡幅工事により掘削され、旧状を留めていないが、工事前

の崖縁は県道側に岩が突出しており、標高は97mを測ったという頃：野湾市教育委員会編 1996、2012)。

丘陵地東側の崖而下には普天間川が流れる。ヒージャーガーバンタの崖縁下には琉球石灰岩と島尻層群の

不整合面がみられ、「ヒージャーガー」と称される湧泉が形成される。ヒージャーガーは、普天間集落では

「イーヌカー」と称され、集落のムラガーであり、拝所にもなっていた（宜野湾市教育委員会編 1996)。なお、

西門原には市指定史跡の野嵩クシヌカーがあり、その南側に位置するメーヌカーと同様に石積みで整備され

たウブガーで、集落の祭祀や生活用水として利用された（宜野湾市教育委員会編 2012)。

図版II-1 野嵩区南方を横切る丘陵地（野嵩上後原占墓群 北西より）

第II-5図 昭和20年航空写真と地形図
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野嵩は、 1671年の宜野湾間切新設の際に、中城間切から編入された村で、それ以前は「前ふてま」の村

名で記されている。 1B集落の中心は野嵩原に位置し、この東側に位置するチチナガミモー南麓には、集落の

中央を東西に走るナカミチが通る。この道の東側は比縣約34mの急坂となり、ここに石畳が敷設され、現

在でも生活道として地域の方に利用されている。この石畳道は、 1458年の護佐丸・阿麻和利の乱に敗れた

護佐丸の妻子が首里へと逃げる際の逸話の舞台にも

なっており、その逸話から「スディバナビラ」と称

される。石畳道は保存状態が良好だったこともあり、

現在の県道29号線東側部分は 1989年3月31日

に「野嵩石畳道」として市指定の史跡となった。

ヒージャーガーバンタ西側の丘陵緩斜面地には、

ウガンヌカタと呼ばれる旧集落の拝所が所在する。

この周辺では、 1993年から始まった街路建設に伴

う発掘調査によって、縄文時代晩期相当期の竪穴住

居と思われる遺構が 2基確認されている（宜野湾

市教育委員会編 1996)。

野嵩上後原古墓群は、ヒージャーガーバンタを形
イリムティバル

成する丘陵と、野嵩西表原古墓群が立地する丘陵

に挟まれた標高約96mの3つの連なる丘陵上に形

成される遺跡である。現在では、東側の丘陵から中

央の丘陵にかけて家形墓を中心に新しい墓が建ち並

ぶが、丘陵北側の斜面地には亀甲墓や掘込墓などが

残る。また、宅地開発によって分断された西側の丘

陵でも丘陵裾の斜面に多くの掘込墓が残っている。

図版II-3 野嵩上後原古墓群遠景（南西より）

図版II-2 ズディバナビラ（野嵩石畳道）
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第III章調査成果

第1節調査の経過

当該古墓群における緊急発掘調査は、野嵩第一公園整備に伴う造成工事の予定地に含まれる古墓を調査の

対象とし、平成26年 12月15Bより着手した。現地では、掘削士を閥く場所がなかったことから、先に

調査及び記録を済ませた地点に掘削士を憚くような状況で調査を進めることとなった。調査は、各古墓の墓

室と墓庭の軸に沿ってトレンチを設けて下部構造（造成等）を確認したのち、墓庭全面の掘削及び墓口等の

検出作業を進めた。古墓に係る遺構の検出後はその状況を記録し、必要に応じて石禎み等を除去したのちに

墓室内の状況確認を行った。なお、墓庭と思われる一つの空間に複数の墓口が認められる状況等もあったた

め、墓庭のトレンチを墓口に直行するように設け、各墓庭における区画等の有無やその範囲を確認した。墓

庭の掘削作業や墓口の記録作業が済むと墓室内の調査に着手した。墓室内には厨子が残っている古墓も少な

からずあったため、墓室内に流入した土砂を取り除いたうえで厨子の配箇状況を記録し、厨子の搬出を行っ

た。また、シルヒラシに一次葬が残存する古墓も 2基見られたため、当該古墓については一次葬の検出、記録、

取上げ等を行ったのちに墓室内の調査を開始した。墓室内では、墓口から墓室内奥壁の軸で半裁したのちに

土層を確認し、記録作業を行った。

調査は各古絡の記録作業の終了をもって、平成28年3月20日に完了した。なお、対象の古絡は当初予

備調査で確認された 48其が見込まれていたが、緊急調査によって新たに 8基の古墓が確認されたことによ

り、調査対象の古墓は56基となった。

第2節調査の概要

1. 基本層序

ほとんどの古墓は丘陵の北側斜面に形成されており、造成方法も大きな遮いは認められなかったため、

古墓の韮本的な造営は近世から近代を通して概ね変わっていないことが想定される。以下に今回の調査で

確認された基本層序を記す。

I a層：現表士の腐食士層で黒褐色、明赤灰色等を呈す。粘性及び締まりも弱い。破棄された厨子片や

沖縄産陶器、銭貨等のほかに現代遺物が含まれる。

I b層：墓室内及び墓口周辺で見られる黄褐色士で、古墓の天井部などの崩落士と思われる堆精士層。

石灰岩礫等を包含する。

I c層：マージ由来の粘質土層で赤褐色を呈す。遺物はほとんど見られない。

II a層：褐色や明褐色を呈す。 I a層に比してやや粘性があり、締まりは強い。沖縄産陶器や銭貨な

どが出士する。

II b層： II a層に比べてやや賠めの色調で粘性は弱い。

II C層：粘質で締まりのある士層で赤褐色を呈す。石積み等の前面に堆積する造成士と思われる。

II d層：石灰岩の風化層で淡黄色を呈す。墓□周辺や墓室内等で確認される層で、墓室から墓庭に至
る範囲で見られる造成上に係るものと考えられる。

III a層：石灰岩の風化に由来する砂質土層で黄色を呈する地山。粘性及び締まりも弱い。

IIIb層：丘陵の下段部における地山で、赤褐色のマージと思われる粘土質の土層となる。
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2. 遺構

今回の調査で確認した古絡は56基であった。それぞれの古墓は北向きの丘陵斜而に造営しているため、北、

北西、北東向きのものが多く、南向きの古縞は圧倒的に少ない。また、複数基の古墓が連なるように並列して

造られ、中には袋状に空間（墓庭）を設けて壁面に複数の墓室を掘り込むパターンも見られた。

個別の古墓に係る状況としては、鱚口を石積みやコンクリートブロックによって塞ぐ古幕も見られた。また、

今回の調査においては、墓門や「コ」の字形等のタナを有する古墓が少ないことも注目に値することと思われる。

以下に、調査において確認された遺構より特徴的な古墓を紹介する。

第III-1表遺構観察表
墓口 墓 室

墓番号
法量 (m) 法量 (m) 厨子の タナの 観察事項

有無 有無

高さ 0.56 高さ 1. 43 
向きは概ね北西方向。墓室を掘り込んだのち、雌口は
石積みにより方形状に形成。幽口を塞ぐ蓋石や石穣み
は見られない。墓室内平面は概ね方形状を呈するが、正面奥

27号雌 幅 0.51 幅 1. 32 

゜
X 壁の中央部はやや出窓状に窪む。天井部は平坦にするが、左
壁は崩落し、隣接する73号墓と繋がる。床面は岩盤掘削後に
黄色士で平らにし、その上に幽口の石積みがなされる。前面

奥行き 0.62 奥行き 1. 37 に溝が掘り込まれる。

高さ 0.94 高さ 0.92 
向きは概ね西方向。墓口は蓋石（長軸約0.6m、短軸約0.5m) 
で閉塞する。塵室内平而は概ね隅丸方形を呈する。天井部は
平坦に削る。床面は岩盤掘削後に造成の士を入れて平坦にし、

74号墓 幅 0.47 幅 1. 44 

゜
X その上に蓋右を設置する。当該古墓と前述の27号墓の間に
73号墓が造られており、この3基古墓の前面に幅広の溝が掘り

奥行き 0.68 奥行き 1. 18 込まれる。

向きは概ね北方向。墓口は野面積みで塞ぐ。墓室内平面は略
高さ 高さ 1. 21 「凸」字状を星す。天井部は一部崩落するが、残存状況より

ほとんど加工されていない。床面は岩盤を丁寧に削ってほぼ

31号墓 幅 幅 1. 22 X X 
平坦面とする。抵口付近には黄色土を入れて閉塞の石穣みを
なしていたと想定される。塙室内には一次葬の人骨1体分が
残存し、頭蓋骨は墓室内の概ね西側に位置する。人骨周辺に

奥行き 奥行き 1. 06 
は木枠痕や棺に伴うと考えられる複数の釘が認められてい
る。

高さ 高さ 1. 49 向きは概ね北西方向。墓口は野面積みで塞ぐ。墓室内平面は
楕円形に近い形態を呈す。天井部は崩落により加工状況は不

34号雌 幅 幅 1. 27 

゜
X 明。墓室内床面は岩盤掘削後に黄色士により平坦面をつく
る。

奥行き 奥行き

向きは概ね北西方向。墓口は野面積みで完全に塞ぐ。墓室内

高さ 1. 25 高さ 1. 41 平而は概ね方形状を足す。天井部は岩盤を概ね平坦に削る
が、祖さが残る。床面は募庭側から緩やかに下るように岩盤
を削って平らにする。墓口を塞ぐ石積みは削った岩盤上より

67号塙 幅 幅

゜
なされている。墓室内には一次葬の人骨1体分が残存し、頭

1. 35 1. 69 X 蓋骨は墓室内の概ね北東側に位置する。人骨周辺には木枠痕
や棺に伴うと考えられる複数の釘が認められている。当該古
墓には明確な墓庭の区画等が見られないものの、墓口の前面

奥行き 奥行き 1. 04 に北東ー南西軸の石列が確認されているが、性格は把握され
ていない。

向きは概ね北方向。墓口は野面積みで塞がれていたが、纂室
内に惹石が倒れていたことから、古墓が廃棄される前は墓口

高さ 1. 23 高さ 1. 82 
を塞いでいたのは石積みではなく、蓋石だった可能性があ
る。墓口の床面やサンミデーはコンクリートを用いる。墓室
内平而は略方形状を呈す。天井部は概ね平坦に削ることを意
識する。タナは岩盤削り出しで「コ」の字状に設け、正面奥
ダナ（裔さ約0.34m、幅約3.77m、奥行き約0.9m) は側ダ
ナ（左ダナ：高さ約0.18m、幅約1.87m、奥行き約0.7m。

50号抵 幅 0.63 幅 4.65 X 

゜
右ダナ：高さ約0.18m、幅約1.58m、奥行き約0.85m) より
1段高い。シルl:::ラシとなる床面は岩盤を丁寧に削って平坦
而をつくる。庭囲いは石積みでなされる。北側の募門は損壊
され現状を留めないが、墓門に伴うと思われる東西軸の石列
が見られる。墓庭の北側隅にはコンクリート製の台座が2基
あり、現代の脇墓が設置されていたことが窺える。古墓の状

奥行き 0. 7 奥行き 3. 11 
況から、公園整備に伴い墓を移転したのちに重機で古墓を崩
したことが想定される。今回の調査対象の古墓で最も規模が
大きく、比較的新しい時期まで使われていた古墓である。

向きは概ね北東方向。墓口は切石による石積みで塞ぐ。墓室
高さ 0. 8 高さ 1. 84 内平面は歪な三角形状を呈す。天井部は岩盤を平らに削る

が、粗さが残る。タナ（高さ約0.4m、幅約1.84m、奥行約

52号墓 幅 0.62 幅 1. 45 X 

゜
0. 68m) は岩盤削り出しにより、正面奥にのみ設けられる。
シルヒラシとなる床面も岩盤を平坦に削る。古墓正面は布積
みで覆われ、益口も切石を組んで成形する。庭囲いは高さ約

奥行き 0. 3 奥行き 1. 4 
0.9mの石積みによりなされるが、墓門は墓口の軸と合わな

し‘
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1号墓半栽岩盤検出状況（南東から） 2号墓墓庭半裁検出状況（北から）

3~6号墓墓庭2層検出状況（北東から） 8~11号墓墓庭2層検出状況（北西から）

12号墓墓口石積み検出状況（西から） 13号墓墓口石積み検出状況（北から）

14.15号墓墓庭岩盤検出（南から） 16号墓半裁東壁（北西から）

図版III-1 検出状況 l
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27号墓墓口検出状況（北から） 28号墓墓口検出状況（西から）

図版III-2 検出状況2

-24-



. . ヽ―令｀＼心、｀な？、·-'~- .• •. 
-✓~~ ヽヽ.-・:、・ さ、~.. 

・心
. 

.' . ,-1'1:. . ー，．＇を知， . . .. 9・． .~c"" 

; . ~.. 

'戸ぷ名ぐ炉も瓦`、
, -,.. . .,, ・!rl! , . ,:1 豆~\克•

• _c;,~ 気~ ・-:、ti:・:-. " 、各.. _. ~, • ふ・・ •. . ,•- -~... . 
｀．・~--. ..' 

応二、/'1'、
. ~ 

~·:·-~. ¥1〉. -- .•、~. • • .. • .( 
J}  .. .. 

32号墓墓口石積み検出状況（北から）

38~40号墓墓庭2層検出状況（南から）

63号墓墓口石積み検出状況（北から）

69号墓墓口石積み検出状況（西から）

図版III-3 検出状況3
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34号墓墓口検出状況（北から）

52号墓墓口検出状況（北から）

64号墓墓口石積み検出状況（北から）

74号墓墓口検出状況（西から）



2号墓菖室内遺物幽土状混 (東から) 8号.菖室内温絢幽土状況は化から)

12号事菖室内遺物出土枚況 日号・E倒醤室内温句出土攻究{北勉、ら)

20"'号事事室内湿潤幽土状況 (酉から) 27号車事室内遺柑出土羽ト沼状現 (北から}

28号事事室内遺物出土状現 (酉から} 30号事事室内遺物出土状況 (北膚から}

図版田 4 遺物出土状況l
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ヽ 32号墓墓庭遺物出土状況 32号墓墓室内遺物出土状況（北から）

34号墓墓室内遺物出土状況（北から） 38~40号墓墓庭（南東側）遺物出土状況（北から）

43号墓墓室内遺物出土状況（北から） 47.48号墓墓庭遺物出土状況

図版III-5 遺物出土状況2
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49号墓墓室内遺物出土状況（北から）

63号墓墓室内遺物出土状況（北から）

66号墓墓室内遺物出土状況（北から）

31号墓墓室内遺物出土状況（ジーファー） 53号墓墓室遺物出土状況（北西から）

64号墓墓室内遺物出土状況（北から）

38~40号墓墓庭（南東側）遺物出土状況（北から） 67号墓墓室内遺物出土状況（北から）

弓認毘r~屯[、..J;. 
;' 

l:'.J 

囀

紀闘
” 

翌
c1' 

69号墓墓室内遺物出土状況（西から） 74号墓墓室内遺物出土状況（西から）

図版III-6 遺物出土状況3
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3~6号墓完堀状況（北東から） 13号墓西側完堀状況（北から）

20号墓完堀状況（西から） 22号墓完堀状況②

27号墓完堀状況（北から） 28号墓完堀状況（西から）

30号墓完堀状況（北西から） 32号墓完堀状況（北から）

図版III-7 完堀状況 l
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34.353.69号墓完堀状況（北西から）

35号墓完堀状況（北から）

43号墓完堀状況（北から）

36.37.65号墓完堀状況（北西から）

38~40号墓完堀状況（北から）

~ 
＇
 "' 46~49号墓完堀状況（北西から）

50号墓墓室内完堀状況（南から） 52号墓墓室内完堀状況（北から）

図版ill-8 完堀状況2
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53号墓完堀状況（北から） 63号墓墓室内完堀状況（北から）

64号墓完堀状況（北から） 68号墓完堀状況（北東から）

69号墓完堀状況（西から） 71号墓完堀状況（北から）

72号墓完堀状況（東から） 73.74号墓完堀状況（西から）

図版III-9 完堀状況3
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3. 遺物

今回の調査で得られた遺物は総計で 1,950点余である。出土遺物の数量と内訳は、第ill-2-1 表~3-5

表のとおりである。出士した遺物は厨子（蔵骨器）を中心とする沖縄産陶器、近世及び近現代の陶磁器、笥、

銭貨、キセル、指輪等の金属製品などである。

i)厨子 Oil骨器）

確認された厨子を種類ごとに見ると、マンガン掛け焼き締め厨子が最も多く、厨子全体の半数近く占め

ており、次いでボージャー厨子がマンガン掛け焼き締め厨子の 1/3程度の数量で確認されている。前者は

全体的に出土するが、後者のボージャー厨子は丘陵の上段及び中段で多く認められ、下段は比較的少ない。

また、他の型式については、丘陵中段などで出土するサンゴ石製石」厨子 (5基）、荒焼御殿型厨子が (2

基）、上焼コバルト掛け厨子 (3基余）などが出上している。

転用品では、主に沖縄産陶器の壺類、宮古式土器、中国産褐釉陶器などが出土している。また火葬用と

思われる沖縄産施釉陶器等が出士していて、戦後も墓が使用されていたことが窺える。

ii)その他の遺物

厨子以外の遺物で確認された資料は、陶磁器類、金属製品などであり、それぞれの種別を細かく見ると

次のとおりである。

陶磁器類は、沖縄産無釉陶器（壺、甕等）が最も多く、次いで沖縄産施釉陶器（碗、瓶等）、本土産など

の磁器（杯類、皿等）と続く。さらに今回の調査では、宮古式土器や中国産褐釉陶器なども丘陵中段部で

確認されたことが注目される。

金属製品では、鉄製品（釘、針類等）や青銅製品（笥、銭貨等）等が確認されている。特に針と思わ

れる資料は s~10 本が束となって検出されているが、布目を伴う点で注目される。また、響、銭貨、

キセル等は古墓に伴う遺物としてよく知られているが、比較的新しい時期の青銅製と思われる指輪も確

認された。
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第III-2-1表厨子観察表 1
単位：cm 

上部径

遺物No. 分類 器種 器高 所見（器形・成型方法） 文様・銘書 出土地
下部径

つまみ：宝珠型（有孔）
つまみ台は2段 文様：つまみ台に圏線3本。

蓋
11 17 77 孔は等間隔で一周穿つ。つまみ下に7個、つまみ」口.k~ 獅子頭配置5個配置
33 5 10個、庇部に31個、庇下に10個 銘書：なし
' 成型：外面ロクロナデ 釉薬：外面全面にマンガン釉

内面ロクロナデ、上部ナデ仕上げ

第 1 
マンガン掛

文様：肩部に鋸歯状の連弁文、
67号墓

m 庇付
庇に獅子頭4個配世 墓室内

I 32 2 屋門：位牌型窓： 3個方形 胴部に貼付蓮華文、裏面に線彫りの蓮弁文
10 

図 身
66 '7 底部孔： 48個円形、側面に16個円形 下部に華文、波状文凹3
24 6 成型：外面ロクロナデ、胴下部ケズリ 横帯：口縁部凹2、頸部凸 1、肩部凸1
' 内面ロクロナデ、底部ナデ仕上げ 屋門上凸1(帯中佃 1)

図 屋門下凸3、凸3(いずれも斜め刻み入り）

版 釉薬：外面全面にマンガン釉

m 
7 0 I 成型：外面ロクロナデ（左方向か） 文様：なし

13 蓋 9 9 
上部ケズリ仕上げ 銘書：なし30, 5 

2 ボージャー 屋門：平葺型窓： 3個方形
74号墓

墓室内

身
2581 . 6 0 底部孔：石灰付着のため観察不可

横帯：肩部凹3、屋門上皿 1、屋門下皿 1
20 8 成型：外面ロクロナデ、胴下部ケズリ

内面ロクロナデ、底部ナデ仕上げ

つまみ：宝珠型
13. 8 つまみ台は2段 文様：つまみ台に圏線2本

蓋 17. 4 成型：外面ロクロナデ（左方向か） 銘苔：なし
31 2 上部と下部ケズリ仕上げ 釉薬：外面全面にマンガン釉

内而ロクロナデ、上部ナデ仕上げ

3 マンガン掛 文様：胴部に蓮華文と法師像貼付
15号墓

屋門下に波状文凹2、皿1
墓室内

第 29 8 屋門：瓦屋型窓：方1丸2 横帯：口縁部凹2、頸部凸 1

皿 身
56 1 底部孔： 5個半月型 屋門上凸1(帯中阿2)

I 
22 1 成型：外面ロクロナデ、胴下部ケズリ

屋門下凸1(帯中佃1)、凹1
11 

' 内面ロクロナデ、底部ナデ仕上げ
釉薬：外而全而にマンガン釉

図 窯印：肩部にあり（刻みと墨書）

図 つまみ：鰻頭型 文様：つまみ台に圏線2本

版 蓋
11. 9 つまみ台は1段 銘書：あり「ロロロ仲□新□筑登之妻□戸□口

m は粛 成型：外面ロクロナデ（左方向）、上部ケズリ 嘉慶六年辛酉八月十日洗骨」

I 内面ロクロナデ、上部ナデ仕上げ 釉薬：外面全面にマンガン釉

14 
文様：胴部に蓮華文貼付 34号墓

4 マンガン掛 屋門下に波状文凹2、皿1
墓室内

26 5 屋門：唐破風型窓：方1丸2 横帯：口縁部凹2、頸部凸1

身
50 '2 底部孔： 5個半月型 屋門上凸1(帯中阿2)
20 2 成型：外面ロクロナデ、胴下部ケズリ 屋門下凸1(帯中佃1)

内面ロクロナデ、底部ナデ仕上げ 釉薬：外面全面にマンガン釉
銘書：あり「嘉慶六年辛酉八月洗骨□口仲□ノ

新垣筑登之□口」
23. 6 パナリ焼の壷。丸底で胴部が張る

文様：なし
70号墓

5 転用 身 46 3 成型：外面ナデ仕上げ 墓室内

第 6, 5 内面：上部ケズリ、下部ナデ仕上げ
銘苔：なし

lb層

m 55 0 入母屋造り 文様：棟中央に龍頭、大棟上部に鰊一対
I 

12 蓋 42. 8 孔：正面方形2個、両側面円形2個、庇部円形2個 中央に陰刻で家紋？を施す

図
44 6 成型：外面型押し、内面型押し後、ナデ仕上げ 釉薬：マンガン釉を外面全面に施す

図
文様：正面中央に龍頭、四隅に獅子頭、

6 陶製家型
屋門内に龍一対 67号募

版 46 3 屋門：唐破風型 屋門左右に獅子、蓮華文貼付、 墓室内
m 身

43 ’5 窓：正面3個方形、裏面1個方形 上部に華文、格子状に型押し文
I 37 5 孔：底部42個円形、正而2個、両側而2個円形 両側而に蓮華文
15 成型：外面型押し、内面型押し後、ナデ 全面に型押し半円を不規則に型押し、

鱗を表現する
釉薬：内外面にマンガン釉

第
入母屋造り

彩色：正面に墨で不明文様を描く30 5 正面に垂木を彫刻
ill 蓋 18. 5 成型：ケズり出し後に研磨し平坦に仕上げる 垂木、棟上部に朱色
I 側面に墨と朱色で不明文様
13 50 2 内面はノミによるケズり痕が明瞭に残る
図

彩色：正面上部は朱色で6分割の区画線を 34号墓7 サンゴ石製 箱型。削り出しによって下部に帯を造る
図 49. 0 正面中央に4段階段

描き、その線の縁を畢で線引きする。 墓室内

版 身 42 5 成型：ケズり出し後に研磨し平坦に仕上げる
側面に墨と朱色で草木を描く。

m 53, 8 内面はノミによるケズり痕が明瞭に残る
銘苔：正面中央にあり

I 「桃原筑登之□口□原口口拾四年八月
16 窓：正面に2個方形

口□日洗骨口」
つまみ：鰻頭型

文様：つまみ台に圏線2本
第 12 0 つまみ台は1段
m 蓋 2149 . 8 0 成型：外面ロクロナデ、上部ケズリ 銘書：あり「嘉慶二年巳八月□口□口妻」
114 内面ロクロナデ、上部ナデ仕上げ

釉薬：外面全面にマンガン釉

図
文様：胴部右に線彫りの蓮華文、 13号募東8 マンガン掛

図 26 8 屋門：瓦屋型 窓：方1丸4 胴部左に貼付の蓮華文 墓室内

版 身
'底部孔： 5個半月型 横帯：口縁部凹2、頸部凸 1

m 喜； 成型：外面ロクロナデ（左方向か）、胴下部ケズリ 屋門上凸1(帯中阿2)
I ' 内而ロクロナデ、底部ナデ仕上げ 屋門下凸1(帯中佃1)
17 釉薬：なし
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第III-2 -2表厨子観察表2
豆：gn 

遺物No. 分類
上部径

器種 器高
下部径

所見（器形・成型方法） 文様・銘書 出土地

第

m,14図
・
図
版

m,17

第

m_15図
・
図
版

m_18

9 マンガン掛

13. 8 
蓋 17.4 

30. 9 

つまみ：宝珠型（有孔）
つまみ台は1段
成型：外面ロクロナデ、上部ケズリ仕上げ
内面ロクロナデ、上部ナデ仕上げ

文様：つまみ台に圏線1本
銘書：なし
釉薬：外面全面にマンガン釉

27. 5 

身 51.8 
22. 0 

屋門：唐破風型窓： 1個方形
底部孔： 6個半月型
成型：外而ロクロナデ、胴下部ケズリ
内面ロクロナデ、底部ナデ仕上げ

8. 9 
蓋 16.0 
31. 5 

つまみ：宝珠型
つまみ台は2段
成型：外面ロクロナデ、上部ケズリ
内面ロクロナデ、上部ナデ仕上げ

身 49.0 

21. 9 

27. 4 
屋門：アーチ型窓： 3個方形
底部孔： 8個円形
成型：外面ロクロナデ（左方向か）、胴下部ケズリ
内面ロクロナデ、底部ナデ仕上げ

文様：胴部に蓮華文
屋門下に波状文[!!]!

横帯：口縁部[!!]2、頸部凸 1
屋門上凸1(帯中凹2)
屋門下凸1(帯中凹1)、[!!]3

釉薬：外面全面にマンガン釉

文様：つまみ台に圏線1本
銘書：あり「大消同治六年巳卯口屋□まつ

口□妻□戸」
釉薬：外面全面にマンガン釉

文様：肩部に線彫りで蓮弁文、波状文[!!]5
胴部蓮華文波状文[!!]5、凹5

横帯：口縁部[!!]2、頸部凸 1
屋門上凸1(帯中凹2)
屋門下[!!]3、凹1、[!!]4

釉薬：外面全面にマンガン釉

13号墓西
募室内

10 マンガン掛 39号墓
墓室内

11 御殿型

40. 0 入母屋造り
文様：大棟上部に鰊一対

蓋： 35. 2 孔：両側面円形5個
獅子頭一対を正面・裏面に貼り付け

47. 6 成型：外面型押し、内面型押し後ナデ、下部ケズリ
釉薬：焼成後、外面全面に漆喰を塗り、さらに墨
で彩色したと思われる。

42. 0 
身 39.0 
39. 2 

屋門：アーチ型十柱ヌキ
窓：正面3個方形（玉下 1個柱ヌキ下2個）
孔：底部9個円形
成型：外面型押し、内面型押し後ナデ、ケズリ
モミガラ入

文様：屋根部正面中央と四隅に獅子頭
正面に蓮華文、上部に格子文
両側面に法師像、蓮蕪文

釉薬：焼成後、外面全面に漆喰を塗り、さらに墨
で彩色したと思われる。

74号募
募室内

6. 3 つまみ：鰻頭型
蓋 11. 5 成型：外面ロクロナデ（左方向）、上部ケズリ
31. 0 内面ロクロナデ

文様：なし
銘書：あり「付卯三□嘉慶□四年ロロロ

光緒二年丙子洗骨同人妻」

12 ボージャー
28. 8 

身 50.5 

23. 7 

第

m_16図
・
図
版

m_19

13 小型
マンガン掛

蓋

屋門：平葺型窓： 1個方形
底部孔： 5個円形
成型：外面ロクロナデ（左方向か）、胴下部ケズリ
内面ロクロナデ、底部ナデ仕上げ

7. 4 
つまみ：扁平に近い鰻頭型（有孔）

9. 5 
つまみ台は1段

18. 3 
成型：外面ロクロナデ、上部ケズリ仕上げ
内面ロクロナデ、上部ナデ仕上げ

屋門：唐破風型（線彫り） 窓： 3個円形
17. 6 底部孔： 11個方形

身 31. 5 成型：外面ロクロナデ、胴下部ケズリ
12. 0 内面ロクロナデ、底部ナデ仕上げ
脚3個貼り付け

13. 5 
蓋 16.5 

つまみ：宝珠型
つまみ台は2段

28. 8 
成型：外面ロクロナデ、上部ケズリ仕上げ
内面ロクロナデ、上部ナデ仕上げ

横帯：肩部佃3、屋門上凹 1、屋門下凹 1

文様：なし
銘書：なし
釉薬：外面全面にマンガン釉

文様：肩部に遮弁文、波状文1!1]2
胴部葉文、波状文1!1]2

横帯：口縁部佃2
屋門上1!1]4
屋門下胆4、凹3

釉薬：外面全面にマンガン釉

文様：つまみ台に圏線2本、 1本
銘書：あり「付卯嘉慶弐拾四年□戸女」
釉薬：外面全面にマンガン釉

9号墓
墓室内

67号墓
墓室内

14 マンガン掛

身 55.6 
23. 0 

29. 8 
屋門：瓦屋型窓： 3個方形
底部孔： 6個半月型（貫通弱い）
成型：外面ロクロナデ、胴下部ケズリ
内面ロクロナデ、底部ナデ仕上げ

文様：胴部に連華文、肩部に華文
横帯：口縁部阿2、頸部凸 1
屋門上凸1(帯中凹2)
屋門下凸1(帯中凹1)

釉薬：外面全面にマンガン釉

9号墓
墓室内
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第III-3-1 その他の遺物観察表 l

医版
種別 器種 部位 観察事項 出士地

番号

底部から「S」字状に立ち上がり、長頸から口縁部がフッパ状に開く資
図 料。畳付際が面取りされる底部は高台状を呈すが外側に開く。畳付
版

及びその周縁のみ露胎する。外面には呉須で唐草文？及び吉祥文 70号墓
III 1 磁器 壺 口～底
’ などが描かれ、外底面には「弐」「口製」の文字が呉須で書かれる。ロ 庭 Ia層
17 径約20.0cm、底経約13.0cm。本土産染付の転用品。

腰部からほぼ直線的に立ち上がり、日縁部は直口を呈す。胴部は楕

沖縄産
円状の面取りが廻る。白化粧後に透明釉を施すが、内底面は蛇のH

29・30号墓
2 小碗 口～底 釉剥ぎがなされる。畳付にはアルミナが付着する。内底面に溶着の
施釉陶器 痕跡が見られる。器高約4.5cm、底経約4.0cm。 庭 Ia層

胴下部からやや丸みを帯びながら立ち上がり、口縁部はほぼ直口を

沖縄産
呈する。白化粧後に透明釉を施すが、内底面は蛇の目釉剥ぎがなさ

52号募
3 小碗 口～底 れる。畳付にはアルミナが付着する。外器面に溶着の痕跡が見られ
施釉陶器 る。日径約8.0cm、器高約4.2cm、底経約3.8cm。 庭IIa層

腰部から直線的に立ち上がる資料で、直口の口縁を有し、全面を施
釉する。裔台、畳付、一部の外底面には溶着を防ぐ砂が付着する。

32号墓
4 磁器 小碗 口～底 ロ径約3.6cm、器高約1.9cm、底経約1.9cm。

庭IIa層

胴下部からやや丸みを帯びながら立ち上がり、口縁部は微弱に外反
する。白化粧後に透明釉を施すが、内底面は蛇の目釉剥ぎがなされ

沖縄産 る。外器面には線彫りの二条丸文が3ヵ所に施文され、緑釉で彩られ 29・30号墓
5 
施釉陶器

碗 口～底 る。畳付には焼成後の摩耗が見られるものの、アルミナも一部に残 庭 Ia層
る。破損後に被熱を受ける。口径約13.2cm、器裔約6.3cm、底経約
6.2cm。

胴下部からやや丸みを帯びながら立ち上がり、口縁部は外反する。
白化粧後に透明釉を施すが、内底面は蛇の目釉剥ぎがなされる。外

沖縄産
碗 口～底

器面には褐釉で描かれた丸文を呉須の点文が複数で囲うように配さ 53号墓
6 
施釉陶器 れる。内器面の一部にも呉須が付着する。畳付にはアルミナが付着 庭 Ia層

する。口径約14.2cm、器高約6.5cm、底経約6.4cm。

図 酒器。胴下部が「<Jの字状に屈曲し、胴上端部に漏斗状の口縁、肩
版

部には注口を有する。高台の内側は、斜めに面取りがなされる。全体
III 

の白化粧後に胴上部に線彫りやスタンプ文及び呉須、褐釉、緑釉な
＇ 
18 沖縄産

水注 口～底
どを用いた施文をし、透明釉を施す。施釉後は高台内の面取り部の 66号墓

7 
施釉陶器 釉を掻き取ったことで、面取り部は露胎するものの、一部に白化粧の 室内 lb層

白土が残る。施釉前に腰部が一部欠けていたことが窺える。口径約
5.2cm、器高約10.1cm、底経約7.8cm。

いわゆる対瓶。比較的低い脚台から外側に広がるように立ち上がり、
長頸を有する外反口縁の資料。肩部には二重の圏線や他の葉状の
文様を3ヵ所に施し、胴下部には従位沈線の上下に二条の圏線が囲

31号墓室
8 
沖縄産

瓶 口～底 饒する。口縁内や外器面全体に飴釉及び透明釉を施したのち、脚台
施釉陶器 側面から内側にかけて釉剥ぎをし、アルミナを塗布する。口径約 床直

3.4cm、器高約14.8cm、底経約6.8cm。

底部から頸部に向かって窄まりながら立ち上がる資料で、長頸かつ
外反を品する。外底面は削り出して窪ませる。口縁内や外器面に褐

， 沖縄産 瓶 口～底
釉？のみを施すが、胴下部や外底面はほぼ露胎する。本資料はよく 25号墓庭

施釉陶器 焼き締められている。口径約2.6cm、器裔約13.5cm、底経約6.2cm。 周辺 Ia層

いわゆる瓶子。比較的蘭めの脚台や丸みを帯びる腰部を有する長頸
の資料で、口縁部はラッパ状に関く。外器面は白化粧後に頸部、胴
部、脚台に褐色や水色の染料で複数の圏線を施文する。脚台の内

10 
沖縄産

瓶 口～底 面は白化粧を施さず、褐釉と透明釉を施釉する。畳付にはアルミナが
32号葉

施釉陶器 塗布される。口径約5.8cm、器高約20.6cm、底経約8.6cm。 庭 Ia層
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第III-3-2 その他の遺物観察表2

図版
種別 器種 部位 観察事項 出士地番号

いわゆる対瓶。底部から外側に微弱に広がるように立ち上がり、肩部
で丸みを帯びながら頸部に向かって窄まる長頸を有する資料。外底
面は削り出しにより窪む。頸部下及び肩部に二条の圏線を施し、各

沖縄産
瓶 口～底

二条の圏線下方に飛びがんなによる施文をする。口縁部から肩部下 27~74号墓
11 
施釉陶器 まで白化粧をし、頸部までを緑釉で施釉する。胴下部は褐釉を施

庭 Ia層
す。その後に全体的に透明釉を掛ける。畳付は釉を掻き取り、アルミ
ナを塗布する。口径約2.0cm、器高約16.0cm、底経約6.2cm。

いわゆる対瓶。高台から丸みを帯びるように立ち上がり、頸部下で窄
まる長頸の資料で、口縁部がラッパ状に広がる。畳付部は溶着のた
めか欠損する。口縁内部から高台外側まで白化粧をした後、口縁内

沖縄産
外に緑釉や青味のある釉を掛け流し、胴部には4ヵ所に葉状の文様 74号墓

12 
施釉陶器

瓶 口～底 が緑釉などで施される。掛け流し部分、葉状の施文部、外底面の一
庭 Ia層部には透明釉が施されるが、白化粧部分には透明釉は施されない。

図
ロ径約5.0cm、器高約14.5cm。

版
ill 
， 

いわゆる渡名喜瓶の範疇。尚台から腰部にかけて丸みを帯びながら
17 

立ち上がり、窄まった腰部から「＜」の字状に屈曲する肩部まで直線的
に立ち上がる。肩部からさらに窄まり頸部及び外反口縁を形成する。

沖縄産 肩部下及び腰部にそれぞれ二条の圏線を施す。口縁内部から肩部 46~49号墓
13 
施釉陶器

瓶 口～底 下に白色系の釉を施し、その下方に褐色の釉を高台付近まで掛け 庭 Ia層
る。畳付及び外底面は施釉されない。高台の一部が欠けた後の摩耗
が見られる。口径約3.2cm、器高約14.7cm、底経約5.4cm。

ベタ底の体部から丸みを帯びながら立ち上がり、最も窄まる頸部から
ラッパ状に広がる口縁部にかけてさらに立ち上がる資料で、比較的
短い頸部を有する。頸部下に一条の園線を施す。胴下部はヘラ削り

14 
沖縄産

瓶 口～底
を施すが、胴上部はナデ調整が認められる。本資料はよく焼き締めら 66号墓

無釉陶器 れている。口径約4.4cm、器高約12.6cm、底経約5.6cm。 室内 Ib層

外側に開くような口縁部から直線的に立ち上がる頸部を有す。屑部
は弧を描くようになだらかに胴部にいたる。肩部には4ヵ所に耳を添付

沖縄産 宰． 口～胴 し、 1ヵ所の耳下方に窯印と思われる円を沈線で描く。肩部には閥線 70号墓
15 
施釉陶器 が1~2条廻る。口径約18.0cm。転用厨子か？ 室内 Ib層

全体的に球状を呈する胴部に短い頸部及び玉縁状の肥厚口縁を有

沖縄産
罪-=" 口～底

す焼締壺。胴部を打ち欠いて厨子の代用に用いたものと思われる。 53号墓
16 
施釉陶器 ロ径約12.0cm、底経約16.0cm。転用厨子。 室内 Ib層

撫で肩をの有頸壺。肩部には逆「ハ」の字状を呈する突起を添付す
囮 沖縄産 る。頸部下方及び突起部に二条の圏線が囲饒する。内外面ともにナ 34号墓
版 17 無釉陶器

症． 胴部 デ調整がなされる。転用厨子か？ 室内一括ill 

19 方形状の口縁部から胴部にかけてやや広がるような頸部を有し、肩

褐釉陶器 宰． 部は大きく張る。肩部にはH痕を除去した際に褐釉も剥がれた状況 34号墓
18 口～胴 及び叩き痕が見受けられる。口径約14.0cm。転用厨子。

室内一括

やや上げ底状を呈する資料で、器面は外側に開くように立ち上がる。

褐釉陶器 互-=r: 胴～底
胴下部には輔櫨痕が顕著に残る。外底面及び内底面周辺は露胎す 34号墓19 る。底経約15.0cm。転用厨子。

室内一括

方形状の口縁部から胴部にかけてやや広がるような頸部を有し、屑

褐釉陶器 罪c±, 口～胴
部は丸みを帯びるように張り、胴下部が窄まる資料。肩部には目痕及 25号墓庭20 び叩き痕が見受けられる。口径約14.0cm。転用厨子。

周辺 Ia層

図
宮古式土器。やや舌状を呈する口縁部から撫で肩気味に胴部にい

版
たる資料。外面は基本的に研きがなされる。内面はナデ調整がなさ

34号墓
ill 21 土器

餌． 口～胴 れるが、アバタ状の器面も顕著に残る。胎上に白色粒や黒色粒の混
， 入物が含まれる。口径約26.0cm。23と同一個体か。 室内一括

20 
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図版
種別 器種 部位 観察事項 出土地番号

平底の底部から逆「ハ」の字状に立ち上がる資料。器面はナデ調整
がなされる。胎土には白色、赤色、黒色の粒子が含まれる。 38~40号墓

22 土器 不明 底部
庭IIa層
47・48号墓
室外トレ Ia層

宮古式土器。平底の底部から外側に開くように立ち上がる資料。外
面は研きがなされるが、底部際はナデ調整となる。内面はナデ調整 34号募

23 土器 不明 胴～底 がなされるが、アバタ状の器面も顕著に残る。胎土に白色、赤色、黒
室内一括色の粒子が混入する。底経約18.0cm。21と同一個体か。

蘭台状のつまみ部から下端部に向かって「ハ」の字状に開く。つまみ
73~74号墓

つまみ 部は削り出しにより作られる。上部は内外面ともにナデ調整がなさ
24 アカムヌー 芸『 ( れ、端部はヘラ削り等の痕跡が見られる。胎士には赤色及び黒色粒

庭IIa層
27号墓

下端部 子が含まれる。上部径約5.4cm、器高約3.4cm、下部径約11.0cm。 溝 Ia層

型押し（？）により作られた資料。羅宇接続部から吸口部にかけて窄

金属製品
まる。羅宇接続部に羅宇が残る。吸口外径約0.4cm、内径約0.3cm、 13号墓

25 キセル 吸口 小口外径約0.85cm、内径約0.75cm、長さ約5.45cm。 庭 Ia層

細かく面取りをし、丸みを帯びる資料。羅宇接続部は火皿側に比して
13号墓径が大きくなる。火皿内底面は雑な仕上がり。火皿外径約1.6cm、内

26 無釉陶製 キセル 雁首 径約1.0cm、小口外径約1.3cm、内径約0.9cm、長さ約3.4cm。 西側墓室
lb層

全体的に丸みを帯びる資料。羅宇側と火皿の接続部で窄まるが、維
宇接続部は径が大きい。羅宇接続部以外は緑釉が施され、その施釉 13号墓東

27 施釉陶製 キセル 雁首 範囲は火皿内のほぼ全面にまで及ぶが、外面の釉は大半が剥がれ 室内 Ib層
る。火1III.外径約1.4cm、内径約1.1cm、小口外径約1.45cm、内径約
0.9cm、長さ約2.4cm。

図
版 羅宇側は7面に面取りがされ、火皿は8面に面取りがされる。外面の稜
ill 線は明瞭。胎士に白色粒子が見られる。火皿外径約1.9cm、内径約 23・24・ 
， 

28 瓦質製品 キセル 雁首 1.4cm、小□外径約1.45cm、内径約0.9cm、長さ約4.1cm。 70号雌20 
庭IIa層

羅宇接続部に羅宇が残る資料。火皿の口縁部がやや歪む。火皿内

青銅製品
に付着物が目立つ。火皿外径約1.25cm、内径約1.1cm、小口外径約 46号墓

29 キセル 雁首 1.1cm、内径約0.9cm、長さ約3.8cm。 庭IIa層

細かく面取りをし、丸みを帯びる資料。羅宇接続部は火皿側に比して

瓦質製品
径が大きくなる。火皿外径約1.55cm、内径約1.0cm、小口外径約 25号墓

30 キセル 雁首 1.4cm、内径約0.85cm、長さ約3.2cm。 庭 Ia層

副箸で耳掻き状を呈する。カブ以下は全体的に偏平。首の稜は不明
カブ 瞭。首と竿の境となるムディは微弱な段を設ける。竿の先端付近はや 31号墓

31 青銅製品 管 ( や径が大きくなる。長さ約8.45cm、重量約3.05g。
A-干A- 庭IIa層

カブ
形状は女性用の本智（ジーファー）で匙状となるが、小型のため未成
年の男女兼用品の可能性も考えられる。首から竿にみられる稜線が 40~42号

32 青銅製品 智 ( 
明瞭。長さ約6.6cm、重量約1.45g。 墓庭

A-千A-

男性用の本脊（髪差）。花部は本体から剥離する。花弁は6枚で丸み
カブ を帯びる。首の断面は不明瞭ではあるが六角形を呈す。ムディも磨滅 30号募

33 青銅製品 箸 ( のため螺旋状のねじりが確認できない。竿は断面四角形を呈し、先 室内 Ib層
竿 端部に向けて径が大きくなる。長さ約8.1cm、重量約11.6g。

男性用の本管（髪差）。花部は本体から剥離する。花弁は6枚で二角
カブ 形状を呈す。首の断面は6角形を呈す。ムディは付着物があるため螺

63号墓室
34 青銅製品 管 ( 旋状のねじりは確認できない。竿は断面四角形を呈し、先端部に向

厨子443内,..千,.. けて径が大きくなる。長さ約11.25cm、重量約17.15g。

少なくとも6本が錆により付着する。錆に布目が見られることから袋状

35 鉄製品 針？
の入れ物に入っていたことが推測される。最大長約3.45cm、重量約 67号墓室
1.05g。 床直
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第III-3 -4表その他の遺物観察表4

図版
種別 器種 部位 観察事項 出士地

番号

少なくとも7本が錆により付着する。布目状を有する付着物があること

36 鉄製品 針？
から袋状の入れ物に入っていたことが推測される。最大長約5.4cm、 38号墓室
重量約2.3g。 厨子470内

囮 型押し（？）により作られた資料で、外面に二条の圏線が見られる。内

版
37 青銅製品 指輪

径約1.8cm、幅約0.4cm、重量約2.lg。 43号墓
ill 厨子487内
， 

20 
型押し（？）により作られた資料。内径約1.8cm、幅約0.45cm、軍量約

38 青銅製品 指輪
1.65g。 43号墓

厨子487内

第III-3 -5表その他の遺物観察表（銭貨）
単位：cm/g 

図 遺物 出士地点 銭種 外径 内径 孔径 銭厚 重量 備考
版 番号

1 10・11号 庭表採 寛永通寅（古） 2.37 1.96 0.58 0.1 3.22 孔郭にバリが残る。

2 39号 庭トレ I a層 一銭 2.3 2.02 0 .11 3.62 大正十年。

3 38-40号 庭 Ia層 寛永通賣（新） 2.25 1.71 0.62 0.1 2.49 背文元。

4 48・49号 庭 IIa層 寛永通賓（新） 2.4 1.9 0.62 0.1 2.76 マ通。

第
5 49号 庭 IIa層 寛永通賓（新） 2.2 1.72 0.63 0.1 2.08 背文足。

III 6 38号 庭 IIa層 寛永通費（新） 2.34 1.92 0.67 0.09 2.45 dot9 
' 
20 
7 45•46号 庭 IIa層 寛永通賣（新） 2.17 1.74 0.66 0.11 2.1 図

図
8 11号 庭 IIa層 寛永通賣（文銭） 2.5 2.03 0.62 0.1 3.84 背文文。 Dot21

版 ， 11号 庭 IIa層 寛永通賓（新） 2.29 1.96 0.75 0.08 2.64 背文小。 Dot23
ill 
' 10 25号 室外表採 寛永通賓（文銭） 2.48 2.05 0.66 0.1 2.66 背文文。
21 

11 29号 庭 Ia層 寛永通賓（新） 2.4 1.89 0.67 0.1 2.33 孔郭わずかに欠損。マ通。

12 50号 庭 Ib層 永栗通賣 2.48 2.08 0.6 0.12 3.54 
初鋳年明、1408年。賓の称が竹に
なる。

銭種不明（鉄銭） 2.41 0.6 0.19 2枚付着。一方は永の字が確認で
13 50号 庭 I層 5.67 

きる。
銭種不明（鉄銭） 2.06 0.63 0.17 

14 36号 庭 Ia層 一銭 1.6 1.43 0 .14 0.66 昭和十六年。 アルミ。

15 66号 室内 I b層 寛永通賣（新） 2.43 1.98 0.64 0.12 2.95 背文佐。

16 50号 庭IIa層直上 寛永通賣（新） 2.16 1.71 0.68 0.09 2.17 dot50 

17 31号 室内床直 寛永通賓（新） 2.33 1.82 0.6 0.12 2.71 布・木片付着。 Dot47

18 43号 室内 I b層 寛永通賣（新） 2.34 1.73 0.53 0.13 3.12 

第 19 43号 室内 I b層 寛永通賓（新） 2.3 1. 7 0.52 0.12 3.1 背文元。

III 20 50号 室内表採 寛永通賣（新） 2.3 1.86 0.64 0.07 2.37 背文元
' 
21 

14・15号 庭 Ia層 寛永通賓（新） やや変形する。図 21 2.55 2.07 0.59 0.1 3.74 

図
22 74号 室内厨子472内 銭種不明 2.32 1.88 0.63 0.1 1.86 

版 23 25号 庭周辺 I a層 寛永通賓（古） 2.43 1.97 0.56 0.13 3.26 孔郭にバリが残る。
III 
' 24 31号 室内床直 銭種不明 2.3 1.92 0.6 0.1 2.55 布付着。 Dot43
22 

25 31号 室内床直 銭種不明 2.36 1.82 0.67 0.08 2.35 
木片付着。口元通賓か□通元
賓。 Dot41

26 24号 室内 IIa層 輪銭 1.88 0.89 0.08 0.73 郭穴は方形状。

27 28号 庭 IIa層 端平通賓（当三銭） 3.5 3.1 0.84 〇.22 12.18 
初鋳年南宋、1234年。周縁部がわ
ずかに欠損。 Dot49

28 23・24・70号 庭 IIa層 輪銭 1.23 0.76 0.05 0.18 破損。郭穴は方形状。
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第ill-4表厨子集計表

＼ 出土地
甕型 家型 御殿型 転用器 現代骨壷

ボージャー マンガン掛け焼締 庇付きボージャーorマンガン掛 サンゴ石製 荒惇 上焼コバルト掛 沖縄産施釉陶器 沖縄産無釉陶器 宮古式 沖縄産無釉陶器 沖縄産施釉陶器
ロ^き叶

蓋 身 蓋 身 蓋身蓋身 蓋身 蓋身 蓋 身 油甕 壺 甕壺 蓋身蓋 身
完形体～鍔鍔 I完形口～底口～胴口縁胴部完形撮～鍔体～鍔撮体部鍔完形口～底口～胴胴～底口縁胴部底部完形完形体部朋～底胴部底部 完形完形 完形完形完形I装飾部不明完形 口～底 口～底口～胴胴～底口～底口～胴完形 完形完形完形口～底口縁胴部

2号雌 墓庭 Ia層 1 I 

2号墓 墓室 1 1 2 
3号墓 茎室 Ib層 1 1 2 
3~7号堂 惹庭表採 1 I 2 
63号塞 墓室 3 3 1 1 8 
8-11号墓 墓庭表採 1 1 2 
8-11号墓 墓庭 2 2 
8号墓 墓室 Ib層 1 I 
8号墓 1麒室 I 1 1 3 
9号墓 墓室 I 1 2 2 6 
10・11号墓 塞庭表採 2 2 
11号窒 笙庭Ila暦 6 6 
12号塞 塞庭 Ia届 2 2 

12号墓 堪室一括 1 1 3 1 4 2 1 2 1 5 4 7 104 1 8 145 
13号茎 茎室一括 1 1 1 3 
13号幕 墓室 Ib層 1 1 1 3 
13号墓西 墓室 I 1 1 1 1 5 
13号墓東 墓室 I 1 1 1 4 
14・15号墓 墓庭表採 2 2 

14・15号墓 墓庭 Ia層 I 1 3 1 2 8 
15号墓 墓室 1 I 
22号；；； 墓庭 Ia層 1 1 1 1 4 
22号墓 墓室 Ib層 1 2 3 
23・24・70号塞 墓庭Ila層 1 1 2 
23・24・70号墓 墓庭 Ib層 1 I 
23号墓 墓庭 Ia層 1 1 
24号墓 墓庭 Ia層 1 I 
24号墓 菊室 Ib屈 1 1 2 

70号墓 墓庭 Ia層 2 2 
70号墓 墓室 Ib層 I 1 I 1 4 

25号茎 惹庭表採 3 3 
26号寡 墓室 Ib層 I ， 10 
26号墓 墓室 I 2 I 4 
27・73 74号塞 墓庭 Ia層 8 1 ， 
27・73・74号墓 墓庭Ila届 1 2 3 
27・73・74号埜 墓前溝Ila層 1 I 
27号墓 墓訛溝Ia層 1 1 
27号墓 墓室一括 1 I 1 3 
74号塩 屯甚庭トlilla屈 1 I 
74号墓 墓室 I 1 1 1 I 1 6 
28号募 墓庭 Ia層 2 2 
28号募 墓室 Ib層 2 1 4 2 1 1 I 12 
28号墓 厨子内 1 I 
29・30号墓 墓庭 Ia層 1 I 2 
29・30号菓 虚底Ila暦 1 1 2 
29号塞 墓室 Ia屑 I I 
30号墓 墓庭表採 1 I 
30号塞 塞庭 Ia層 1 I 
30号笙 塞室 1 1 2 
64号墓 塞庭 Ia届 1 1 2 
64号堪 墓室 1 I 
31・32号茎 募庭表採 1 1 1 3 
31・32号墓 墓庭Ila屑 1 I 
32号塞 芦痣 Ia雇 1 I 
32号哀 募室 2 2 4 
34号菜 菜室一括 1 2 2 I 1 7 
69号塞 塞室 1 I 
36号塞 墓庭 Ia層 1 I 

37号墓 墓庭トレIla層 1 1 2 
38-40号墓 墓庭トレIla層 3 1 1 1 4 1 11 
38号墓 墓室 3 3 6 
39号墓 募室 1 1 2 
40号墓 墓室 I 1 2 
66号墓 墓室 2 2 1 5 
43号墓 墓庭 Ia層 1 1 2 

43号墓 墓室 I 1 2 
45-48号墓 墓庭Ila層 1 I 
45~49号墓 墓庭Ila層 1 I 
46-49号茎 墓庭一括 I 1 3 1 1 5 12 
46号塞 墓室 I 1 2 
47号；；； 些庭 Ia層 1 I 
47号；；； 墓室 1 1 2 

48・49号墓 墓庭 Ia層 1 I 2 
48号墓 墓室 I 1 2 
49号墓 周辺 Ib層 1 1 3 5 

49号墓 墓庭Ila層 1 1 1 3 
49号墓 墓室 Ib層 1 I 
49号墓 惹室 2 2 1 5 
67号寡 募室 3 3 1 1 I 1 I 11 
50号墓 墓庭 Ia層 I 1 2 4 
50号墓 墓室表採 7 35 42 
52号；；； 墓庭Ila層 1 1 2 
53号墓 I b層 1 1 1 1 4 

53号墓 墓庭 Ia層 1 I 2 2 1 2 1 1 11 
53号墓 墓室 1 I 2 
不明 表採 1 1 1 15 1 2 21 

ム口含叶
， 7 6 12 3 1 5 2 29 15 14 3 5 8 27 21 14 7 10 175 5 1 1 I 1 3 12 5 5 2 2 3 11 35 3 2 

4 2 I I 1 I 2 1 I 1 I 1 482 
22 23 74 259 16 49 7 2 3 
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第III-5-1表沖縄産施釉陶器集計表 第III-5-3表 中国産陶磁器集計表

出~竺9
碗 小碗 小杯 瓶 鉢 急須 浩器 水注 香炉 壺 火炉 不明

合計
完形口～底口～捐胴～底口縁胴部底部 口～底口縁底部 口～底底部 完形口～底口～胴頸～底胴～底口縁頸部胴部底部 胴～底 口～底底部 口～底胴～底口縁胴部 口～底口縁胴部 ロ縁 口～胴 ロ縁 胴部

3-7号磨 庭芸探 1 I ------------出士地種類

青花 褐釉陶器

碗 壺 不明 合計

胴部 口～底口～胴胴～底口縁胴部底部胴部
6号墓 庭 Ia層 1 I 11号墓 庭la層 1 1 
7号墓前 土塁 Ib層 1 I 
8~11号堪 庭表採 1 I 

8~11号墓 庭 Ia層 1 I 1 3 
10・11号墓 庭表採 I I 

10号墓 室内 Ib層 1 I 

11号墓 庭Ila層 2 1 3 
12号墓 庭 Ia層 I 1 2 
12号墓 室内一括 1 I 

23・24・70号墓 庭Ila層 1 8 ， 
23・24・70号墓 庭lb層 1 1 2 

70号墓 庭Ia層 1 1 

70号墓 庭Ila層 1 3 1 5 

25号募 庭周辺 1 1 

25号墓 庭Ia層 2 2 

27号墓 前滞 I層 1 1 

14・15号墓 庭表採 I I 2 29・30号墓 庭Ila函 3 3 

22号墓 庭 Ia層 2 1 1 1 5 29号墓 庭la層 8 8 

70号墓 庭 Ia陪 1 € 7 30号募 庭la層 1 1 

70号墓 室内 Ib階 1 I 30号墓 庭トレIla層 1 1 
25号墓 庭表採 1 I 34・69号塞 庭la層 2 2 
25号墓 I底 Ia磨 I I 34 69号墓 庭Ia層 2 2 
26号墓 庭トレ一括 2 2 4 69号墓 庭la層 1 1 
26号墓 I庭 Ia層 I 1 2 
27•73•74号墓 庭 Ia層 1 1 2 I 1 6 
27号墓 I底一括 1 1 2 
74号墓 庭 Ia層 1 I 

28号墓 庭 Ila層 1 I 

28号墓 室内 Ib層 1 I 

29・30号墓 庭 Ia層 1 1 2 
29・30号墓 庭 Ila層 1 I 

34・35号座 庭Ila層 3 3 

34号奎 庭トレ 1 4 5 

34号墓 庭トレ Ia層 1 1 

34号墓 庭la層 5 5 

34号募 庭卜vlla層 1 3 4 

34号羞 室内一括 2 2 1 6 1 52 64 

35号華 庭la層 1 1 

29号墓 庭表採 3 3 37号墓 庭表採 1 1 

30号墓 庭一括 1 1 2 37号墓 庭トレ Ia層 1 1 

30号笙 庭 Ia居 1 I 37号墓 庭la層 1 1 

31・32号塞 庭 Ila層 1 I 2 37号墓 庭Ila層 1 1 2 
31号墓 庭 Ia層 1 I 38-40号墓 庭la層 6 6 
31号墓 室内 Ib層 1 I 38~40号墓 庭卜vlla層 4 4 
31号募 室内床直 1 I 

32号菓 靡 Ia層 1 1 2 
34号墓 室内一括 1 I 
35号菜 庭トレ Ia層 1 I 

37号笙 庭 Ia層 I I 
38~40号草 庭 la屑 1 1 
38~40号墓 庭トレIla層 I 1 
38~40号塞 庭 Ila層 1 1 2 
66号墓 室内流入土 I I 
46~49号甚 庭一括 1 1 I I 4 
48・49号募 庭 la層 I 1 2 
48・49号墓 庭 Ila層 I I I 3 

38~40号墓 庭Ila層 2 2 

38-40号墓 庭lb層 3 3 

46-49号墓 庭Ila層 1 1 

49号募 庭Ila層 1 1 2 

50号墓 庭lb層 1 1 

50号募 庭la層 1 1 

52号墓 庭lb層

゜不明 表採 1 1 

合計 1 
1 2 3 3 19 4 

116 ~ 32 

49号墓 庭 Ila層 1 I 2 
67号墓 室内

゜50号墓 庭 la層 1 3 I 2 2 ， 1 3 22 

52号墓 庭 Ib層 1 1 
52号募 庭Ila層 1 1 
53号築 I b居 I 2 I 4 
53号墓 1底 Ia層 2 3 I 3 I I I 1 2 15 
53号箆 頃l'TT叫函 1 2 3 

合計
2 16 1 3 14 3 4 3 2 2 1 1 5 7 I 1 2 1 1 11 5 1 I 2 3 3 2 ， 1 1 1 1 1 1 17 130 

43 7 2 34 3 17 3 

第皿5-2表本土産陶磁器集計表

出三土地類

磁器 陶器
碗 小碗 湯呑 杯 小杯 1IIl 小鉢急須香炉 瓶 袋物蓋不明 瓶 不明 合計

完形口～底口～胴口縁胴部底部完形口～底口～胴口縁胴部底部完形口～底口～胴胴～底口縁底部完形口縁完形口～底口縁底部完形口～底口～胴口縁胴部底部口～底薔完形胴部完形口縁口～底口～阻胴～底底部撮～体胴～底阻部底部 胴～底胆部底部

3-7号墓 庭表採 1 1 

12号墓 至内一括 2 1 1 2 6 
13号墓 庭 Ia層 1 1 
14・15号墓 庭 la層 1 1 
22号墓 室内床直 1 1 

70号墓 宝内 lb層 1 2 1 1 1 2 2 1 3 1 1 16 
25号墓 庭 Ib層 1 1 
26号茎 庭 Ila層 1 1 
28号墓 室内 Ib層 2 2 
29・30号墓 庭 la層 1 1 
30号墓 庭 la層 1 1 
32号；；； 庭 Ila層 1 1 

35号茎 庭 Ia層 1 1 
38-40号墓 庭 Ia層 1 1 
38-40号；；； 庭トレ Ila層 1 1 1 1 4 
38-40号墓 庭 Ila層 1 1 
66号墓 室内 lb層 1 1 
43号墓 庭表採 1 1 2 
46-49号募 庭一括 1 2 1 1 5 

47・48号墓 庭トレ Ia層 1 1 1 3 
48・49号華 庭 Ila屑 1 1 2 
67号墓 室内床直 1 1 
50号墓 庭 Ib層 1 1 
50号募 庭 Ia層 1 2 ， 4 2 1 1 2 1 1 3 1 1 1 7 3 1 41 
50号募 室内表採 1 1 
52号墓 庭 Ib層 1 1 1 1 1 5 
53号墓 lb層 1 6 1 8 
53号茎 庭 Ia層 4 1 4 2 2 2 1 1 3 1 1 1 1 1 1 26 
53号塞 室内 Ia層 1 1 

合計
1 5 13 2 6 2 1 2 2 1 1 2 10 ， 4 2 4 2 3 2 1 2 6 1 2 7 4 6 1 1 

1 
1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 

1 12 4 
1 

1 

叩□29 ， 31 5 10 21 3 2 17 
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第皿13図厨子（蔵骨器） l 
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図版III-10 厨子（蔵骨器） 1 
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図版III-11 厨子（蔵骨器） 2 
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0 10cm 

一(S=l/6) 第皿15図厨子（蔵骨器） 3 
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図版III-12 厨子（蔵骨器） 3 
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図版III-13 厨子（蔵骨器） 4 
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第III-18図厨子 （蔵骨器） 6 

-52-

------

0 10cm 

一(S=l/6) 



Cコ遍

ヽ

10 
11 

図版皿15 厨子（蔵骨器） 6 

-53-



13 

外
仲ぷ
を
み
¢
公
＇

み
f々

12 14 

0 10cm 一(S=1/6) 
第皿19図厨子（蔵骨器） 7 

-54-



13 

ヽ~

で＇ 

-, 

，`  ... 

'. ＇ ， 
~疇:A) __ ＼ .'.・ 

＇ 
ヽ

-・・ 
， ` 

''、
＼ しへ：

令

ヽ•・r ーI 

｀ .~. ~- -...... - --_ - .... ・-- -ヽ... • _,, ． 
’’ -.. .. -• ． 心
1' 

12 14 

図版皿16 厨子（蔵骨器） 7 

-55-



※同一個体か不明

図版III-17 陶磁器 1

゜
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4. 被葬者

今回の調査において確認された被葬者（人骨）について本節で概要を報告する。調査の対象となった古墓

56基のうち、厨子内への安置なども含めて人骨が検出された古墓は38基であった。人骨の状態は小片状

や粉状のものが含まれており、形態的な情報が得られにくいものもあったため、主に被葬者の構成に注目し

つつ人骨の確認を行った。各古墓の被葬者数は第ill-5-1表に示す。

人骨は38基の古墓から少なくとも 116体分が確認された。その多くは墓室内に安置されていた厨子か

ら検出されており、厨子内から 87体分 (75.0%)、厨子以外からは29体分 (25.0%)の人骨が認められた。

なお、厨子以外より確認された2体分については、 31号及び67号墓において一次葬の状態であった。人

骨の構成は、成人が91体分 (78.4%)で、未成人が25体分 (21.6%)であった。前者の成人被葬者は男

性が31体分 (34.1%)、女性が41体分 (45.0%)、性別不明が 19体分 (20.9%)である。後者の未成人

被葬者については、若年が2体分 (8.0%)、小児が3体分 (12.0%)、幼児が 10体分 (40.0%)、乳児が6

体分 (24.0%)、不明が4体分 (16.0%)となっており、性別はいずれも確認できなかった。

墓室内に最も多く残存していた人骨の数は 11人分で66号墓であった。次いで 10人分の人骨が確認さ

れた古墓は 9 号及び 67 号墓の 2 基となり、以降 7 人分以下 1 人分ずつ減じていく。 5~3 人分の人骨が

検出された古墓はそれぞれ 2~3 基となり、 2 人分が確認された古墓が 6 基、 1 人分の人骨検出が 17 基余

であった。このことから、墓室内において多人数分の人骨が確認された古墓は 1~2 基程度にとどまるが、

人骨が検出される古墓の多くは 1人分のみ

が残されている状況が認められた。

人骨が確認された厨子は57基であった。

そのうち、成人のみの人骨が納められてい

た厨子は43基 (75.4%)、未成人のみが納

められていた厨子は6基 (10.5%)、成人

とともに未成人の人骨も確認された厨子は

8基 (14.1%)であった。

今回の調査をとおして、全体的に未成人

の被葬者が成人に比して少ない状況である

ことが認められた。また、数少ない未成人

が親と思われる成人とともに同じ厨子に納

められることが必ずしも一般的であったわ

けではないことも窺えた。未成人の被葬者

に対する葬墓的な扱いを近隣地域の状況や

民俗学的な視点なども併せて検討を進める

必要がある。

被葬者割合 成人

未成人 厨子内の被葬者

第III-22図被葬者各構成割合

-64-



第
ill
-
6
-
1
表
推
定
被
葬
者
数
1

出
土
地

成
人

未
成
人

墓
No.

検
出
情
報

男
性
女
性
不
明
計
若
年
小
児
幼
児
乳
児
不
明
計

備
考

合
計

0
2
号
墓

厨
子
甕
43
7

゜
1
 
1
 
骨
片
（
乳
～
幼
児
）

1
 

0
3
~
0
7
号
墓
厨
子
甕
4
6
8

1
 

1
 

゜
膝
蓋
骨
1点
の
み

1
 

0
3
号
墓

厨
子
甕
30
6

゜
1
 

1
 
流
入
土
内

1
 

0
3
号
墓

厨
子
甕
38
8

゜
1
 

1
 

1
 

0
8
号
墓

厨
子
甕
4
3
8

1
 
1
 

゜
火
葬
骨

1
 

0
8
号
墓

厨
子
甕
4
8
8

1
 
1
 

2
 

1
 

1
 
上
腕
骨
右
病
変
あ
り
（
男
性
）

3
 

0
9
号
募

墓
室
内
流
入
土
3
9
4

1
 
1
 

1
 
1
 

2
 

3
 

0
9
号
墓

墓
室
内
一
括

1
 

1
 

゜
下
肢
に
病
変
あ
り
（
骨
膜
炎
）

1
 

0
9
号
墓

厨
子
甕
4
8
6

1
 

1
 

1
 

1
 

2
 

6
5
 
1
 

0
9
号
墓

厨
子
甕
4
7
9

1
 
1
 

2
 

゜
2
 

0
9
号
墓

厨
子
甕
4
5
8

1
 

1
 

1
 

1
 

2
 

12
号
墓

墓
室
内
一
括
34
1

゜
゜
骨
片
の
た
め
詳
細
不
明

゜
12
号
墓

墓
室
内
一
括
39
5

1
 
1
 

゜
1
 

12
号
墓

墓
室
内
一
括
39
6

゜
゜
骨
片
の
た
め
詳
細
不
明

゜
13
号
墓
西
厨
子
甕
26
1

1
 
1
 

゜
骨
片
の
た
め
詳
細
不
明

1
 

13
号
墓
西
厨
子
甕
48
2

1
 

1
 

゜
1
 

13
号
墓
西
厨
子
甕
44
1

1
 

1
 

゜
1
 

13
号
墓
西
厨
子
甕
4
6
5

1
 
1
 

゜
ほ
と
ん
ど
骨
片
（
歯
は
1
体
分
）

1
 

13
号
墓
西
墓
室
内
一
括
39
8

1
 
1
 

2
 

゜
2
 

13
号
墓
東
墓
室
内
流
入
土
26
2

1
 
1
 

1
 
1
 

2
 

13
号
墓
東
厨
子
甕
4
7
3

1
 
1
 

2
 

゜
妊
娠
痕
あ
り

2
 

13
号
墓
東
厨
子
甕
4
6
4

1
 

1
 

゜
左
上
腕
骨
骨
折

1
 

14
号
墓

墓
室
内
流
入
土
4
0
0

1
 
1
 

゜
1
 



第
ill
-
6
-
2
表
推
定
被
葬
者
数
2

出
土
地

成
人

未
成
人

墓
No.

検
出
情
報

＇
男
性
1
女
性
1
不
明
II
計
若
年
小
児
幼
児
乳
児
不
明
計

備
考

合
計

15
号
墓

墓
室
内
4
3
4

1
 

1
 

゜
1
 

19
号
墓

墓
室
内
流
入
土
40
2

1
 
1
 

゜
1
 

20
号
墓

厨
子
甕
4
7
6

1
 
1
 

2
 

゜
2
 

22
号
墓

厨
子
甕
4
4
6

1
 
1
 

2
 

゜
早
腔
骨
、
骨
端
未
愈
合

2
 

22
号
募

墓
室
内
流
入
土
4
5
3

1
 
1
 

゜
1
 

2
4
号
墓

厨
子
甕
44
2

1
 

1
 
1
 

1
 

2
 

26
号
墓

墓
室
内
流
入
士
31
9

゜
゜
骨
片
の
た
め
詳
細
不
明

゜
27
号
墓

な
し

1
 

1
 

゜
1
 

28
号
墓

墓
室
内
流
入
土
38
9

1
 

1
 

゜
1
 

6
6
 
1
 

30
号
墓

厨
子
甕
4
5
0

1
 

1
 

゜
1
 

31
号
墓

厨
子
甕
3
8
4

1
 
1
 

゜
1
 

妊
娠
痕
あ
り

31
号
墓

一
次
葬

1
 

1
 

゜
推
定
身
長
14
1.
3c
m 
(
大
腿
骨
か
ら
）

1
 

31
号
墓

床
直
上
4
0
6

1
 
1
 

゜
1
 

32
号
墓

厨
子
甕
46
1

1
 
1
 

2
 

1
 

1
 

3
 

32
号
募

厨
子
甕
4
6
3

1
 
1
 

2
 

1
 

1
 

3
 

3
4
号
墓

厨
子
甕
4
4
4

1
 

1
 

゜
1
 

3
4
号
墓

厨
子
甕
46
2

1
 
1
 

2
 

゜
2
 

3
4
号
墓

厨
子
甕
4
7
8

1
 

1
 

゜
1
 

36
号
墓

墓
庭
l層
25
1

1
 
1
 

゜
歯
の
み

1
 

3
8
~
4
0
号
墓
北
側
土
手
II
層
26
6

゜
1
 

1
 

1
 

38
号
墓

厨
子
甕
4
7
0

1
 

1
 

゜
1
 

38
号
墓

厨
子
甕
4
4
7

1
 
1
 

2
 

゜
2
 

38
号
墓

厨
子
甕
4
8
5

1
 
1
 

2
 

゜
2
 



第
III
-
6
 -3
表
推
定
被
葬
者
数
3

出
土
地

成
人

未
成
人

墓
No
.

検
出
情
報

＇
男
性
1
女
性
1
不
明
II
計
若
年
小
児
幼
児
乳
児
不
明
計

備
考

合
計

39
号
墓

厨
子
甕
46
7

1
 

1
 

゜
1
 

4
0
号
墓

厨
子
甕
4
6
9

1
 

1
 

゜
1
 

4
3
号
墓

厨
子
甕
48
7

1
 

1
 

゜
1
 

4
6
号
墓

厨
子
甕
43
5

1
 
1
 

゜
1
 

4
7
号
墓

墓
室
内
床
直
上
2
5
6

1
 
1
 

゜
骨
片
の
た
め
詳
細
不
明

1
 

47
号
墓

厨
子
甕
4
7
4

1
 
1
 

゜
1
 

4
8
号
墓

墓
室
外
I
層
13
1

1
 
1
 

゜
1
 

4
8
号
墓

厨
子
甕
4
6
6

1
 

1
 

゜
1
 

4
9
号
墓

厨
子
甕
4
8
0

1
 

1
 

゜
妊
娠
痕
あ
り

1
 

6
7ー

4
9
号
墓

厨
子
甕
47
5

1
 
1
 

゜
1
 

50
号
墓

墓
室
内
表
採
25
8

゜
゜
骨
片
の
た
め
詳
細
不
明

゜
53
号
墓

厨
子
甕
4
6
0

1
 
1
 

2
 

1
 

1
 

3
 

6
3
号
墓

厨
子
甕
45
1

゜
1
 

1
 

1
 

6
3
号
墓

厨
子
甕
44
3

2
 

2
 

゜
2
 

6
3
号
墓

厨
子
甕
4
5
9

1
 
1
 

2
 

゜
2
 

6
3
号
墓

厨
子
甕
48
1

1
 
1
 

2
 

゜
2
 

6
4
号
墓

厨
子
甕
45
2

1
 

1
 

゜
1
 

6
6
号
墓

墓
室
内
床
直
上
25
5

1
 
1
 

1
 

1
 
1
 
3
 

4
 

6
6
号
墓

墓
室
内
流
入
土
26
8

1
 

1
 

゜
1
 

6
6
号
墓

墓
室
内
床
直
上
38
3

1
 

1
 

1
 

1
 

2
 

6
6
号
墓

厨
子
甕
4
4
0

1
 

1
 

1
 

1
 

2
 

6
6
号
墓

厨
子
甕
4
5
4

1
 

1
 

゜
(2
0
オ
前
後
）

1
 

6
6
号
墓

厨
子
甕
45
5

1
 

1
 

゜
1
 



第
ill
-
6
-
4
表
推
定
被
葬
者
数
4

出
土
地

成
人

未
成
人

墓
No.

検
出
情
報

＇
男
性
1
女
性
1
不
明
II
計
若
年
小
児
幼
児
乳
児
不
明
計

備
考

合
計

67
号
墓

一
次
葬

1
 

1
 

゜
老
年
／
下
肢
に
病
変
あ
り

67
号
墓

床
直
上
25
3

゜
゜
骨
片
の
た
め
詳
細
不
明

゜
6
7
号
墓

厨
子
甕
43
2

2
 
1
 

3
 

゜
3
 

6
7
号
墓

厨
子
甕
4
3
9

゜
1
 

1
 
乳
児
1体
分
あ
り

1
 

67
号
墓

厨
子
甕
44
5

1
 

1
 

゜
1
 

67
号
墓

厨
子
甕
4
4
8

1
 
1
 

2
 

゜
2
 

6
7
号
墓

厨
子
甕
4
5
6

1
 

1
 

゜
1
 

6
7
号
墓

厨
子
甕
4
8
4

゜
1
 

1
 

1
 

6
9
号
墓

厨
子
甕
47
7

1
 

1
 

゜
老
年

1
 

6
8
 
1
 

70
号
墓

墓
室
内
流
入
土
39
3

1
 
1
 

1
 
1
 
2
 

3
 

70
号
墓

厨
子
甕
4
4
9

1
 
1
 

2
 

゜
腟
骨
左
病
変
あ
り

2
 

74
号
墓

厨
子
甕
43
3

1
 
1
 

2
 

゜
2
 

7
4
号
墓

厨
子
甕
47
2

1
 

1
 

゜
1
 

7
4
号
墓

厨
子
甕
48
3

1
 

1
 

゜
1
 

不
明

41
5 

゜
1
 

1
 

1
 ゜

計
I
 3
1
 
I
 4
1
 
I
 1
9
 
I
 9
1
 
2
 
3
 
1
0
 
6
 
4
 
I
 2
s
 
I
 

II 
1
1
6
 



第w章結語

前章まで野嵩上後原古墓群の調査成果について述べてきた。当該古墓群は、古くから野嵩地域の墓域とし

て知られており、近年の公園整備等に係る開発により、段階的な墓の移転に伴う個別の調査は実施されてき

た（宜野湾市教育委員会2011、2017)。しかし、これまで当該古墓群において広い範囲をまとめて調査す

ることはなかったため、今回の調査により一部ではあるものの古墓群の詳細が把握された。

今回の調査対象となった古墓の多くは、遺跡地が所在する琉球石灰岩丘陵の斜面地を掘り込んで造られた

掘込墓（フィンチャー）であった。特に中腹に造られた古墓の中には、比較的広めの墓室や墓庭を有する墓

も見受けられたが、ほとんどの古墓は小規模の墓室が隣接して連なるような配置となっており、庭囲いのな

い状態となっていた。庭囲いを設けない理由としてはスペース的な問題が大きくあり、 1基の墓に対する庭

面積が確保し難い状況であったと考えられる。また、丘陵という地形を有効活用するため段状に墓を造った

ことが想定されるが、造墓の際に墓庭だけでなく墓道も確保する必要があったものと思われる。しかし、墓

庭と墓道の分のスペース的余裕がなかったことから、庭囲いを設けないことで墓室の前面を墓道としても利

用していたことが考えられる。この観点から考えた場合、墓庭を持つ比較的大きめの古墓は、早い段階で当

該地に墓を造ることでスペース的な制約をさほど気にする必要がなかった可能性が推察される。

遺物については多数の出土品があったが、特に注目されるのが中国産褐釉陶器の出土である。褐釉陶器は

34号墓をはじめとする約8ヵ所で出土しているが、その多くは破片によるものであり、完形を窺える資料

は得られていない。しかし、中には比較的残存状態の良い資料も得られており、そのほとんどが壺形となる

ことから、当該古墓群で得られる褐釉陶器は概ね壺形となり得る可能性が考えられる。壺形の褐釉陶器が確

認される要因としては、厨子の代用として持ち込まれた転用品であったことが想定される。また、今回の調

査では針の束と思われる鉄製品が確認された。針は 6~7 本が束になっている状況であったが、錆ととも

に布と思われる付着物も認められたことから、針を束ねて被葬者への副葬品としたことが推測される。事実、

本市における民俗事例で、針は死後の世界のお金だとする伝承があり、針7本ずつを対にして被葬者の衿

に剌す行為がなされていた（宜野湾市史編集委員会編 1985)。また、布目の付着する資料は銭貨でも見ら

れた。布目痕の見られる銭貨も針と同様に、副葬品として「チンダンブクル」と称される三角状の袋に納め

て被葬者へ添えられたようである（宜野湾市史編集委員会編 1985)。確認された資料は、民俗事例との整

合性が概ねとれているものと思われる。

被葬者については、少なくとも 116人分の人骨を確認した。そのうち、未成人は全体の約21.6%にとどまっ

た。成人の被葬者と比べてだいぶ少ない割合となる。未成人には乳児や幼児なども含まれるため、脆い骨が

長い年月で風化する可能性も考えられるが、骨が丈夫になる小児や若年の被葬者までもが残存しないという

ことから、未成人の被葬者は成人の被葬者が安置される本墓とは別の場所に葬られたことが想定される。仮

に未成人の被葬地が他にあった場合、その場所の検証が必要になるとともに、当該古墓群において成人の被

葬者とともに確認された未成人被葬者が葬られた要因も併せて検討する必要がある。

今回、野嵩上後原古墓群の緊急発掘調査及び資料整理を経て報告する機会を得た。当該古墓群だけに限ら

ず、市内における様々な遺跡の現状変更が進んでいる。中には無断で遺跡の所在地が改変される事案も見ら

れ、文化財の保護・活用にむけた巡回作業及び文化財情報図の定期更新とその周知をより徹底する必要性を

痛感した。また、各種開発に伴う緊急調査に対する効率的・効果的手法についても今後の課題として、新た

な調査手法を検討していきたい。
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コード

所 収 造 跡 名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号 nf 

沖縄県

宜野湾市
26° 127° 20141215 

野嵩第一公園整備
野嵩上後原古墓群

字野嵩
472051 010 17' 47' l 約2,000面 事業に伴う緊急発

小字上後原
17. 5" 3. 4" 20150320 掘調査

所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

厨子（蔵骨器）、沖縄産
今回の調査によ

野嵩上後原古墓群 墓 近世～近現代 掘込墓等
陶器、本土産陶磁器、中

り、 50基余の古墓
国産陶磁器、キセル、

管、銭貨等 を確認。

本報告書は野嵩第一公園整備事業に伴い、平成26年度に実施した周知の埋蔵文化財である

「野嵩上後原古墓群」における緊急発掘調査の成果をまとめたものである。今回の調査に

よって、当該地に所在する古墓の多くが掘込墓の形態で残存しており、亀甲墓などの分類に

該当する古墓がなかったことが把握された。また、遣物については、厨子などが目立つなか

中国産褐釉陶器の壺、いわゆる大銭といわれる大型の銭貨「端平通賓」などが出土し、外国

要 約 産の遺物が副葬されることも確認した。また、針の束もみとめられるなど、民俗事例との整

合性も概ねとれたものと考える。被葬者については、未成人に比して成人の割合が圧倒的に

多く、野嵩地域における未成人被葬者の葬送法の違いが認められた。今後、野嵩地域とその

墓域との関係を考えるうえで貴重な資料を得ることができた。

文化財保護・教育普及・学術研究を目的とする場合は、著作権（発行者）の承諾なく、この報告書を複製して利用できます。

なお、利用にあたっては、出典を明記してください。



宜野湾市文化財調査報告書第54集

野嵩上後原古墓群
平成26年度野嵩第一公園整備事業に伴う緊急発掘調査

発行年 2017(平成29)年2月28日

編集
／＿ 沖縄県宜野湾市教育委員会
発ィ丁

住所〒901-2203

沖縄県宜野湾市野嵩1丁目 1番2号

TEL 098-893-4430 

印刷有限会社大創

TEL 098-892-8287 


	表紙1-4
	001-扉
	003-序
	005-巻頭図版
	006-巻頭図版
	007-例言
	008-凡例1
	009-凡例2
	010-目次
	011-目次
	013-ｐ1
	014-ｐ2
	015-ｐ3
	016-ｐ4
	017-ｐ5
	018-ｐ6
	019-ｐ7
	020-ｐ8
	021-ｐ9
	022-ｐ10
	023-折込A3--P11オモテ
	024-折込A3--P11ウラ（P12）
	025-ｐ13
	026-ｐ14
	027-ｐ15
	028-ｐ16
	029-ｐ17
	030-ｐ18
	031-ｐ19
	032-ｐ20
	033-ｐ21
	034-ｐ22
	035-ｐ23
	036-ｐ24
	037-ｐ25
	038-ｐ26
	039-ｐ27
	040-ｐ28
	041-ｐ29
	042-ｐ30
	043-ｐ31
	044-ｐ32
	045-ｐ33
	046-ｐ34
	047-ｐ35
	048-ｐ36
	049-ｐ37
	050-ｐ38
	051-折込A3--P39オモテ
	052-折込A3--P39ウラ（P40）
	053-折込A3--P41オモテ
	054-折込A3--P41ウラ（P42）
	055-ｐ43
	056-ｐ44
	057-ｐ45
	058-ｐ46
	059-ｐ47
	060-ｐ48
	061-ｐ49
	062-ｐ50
	063-ｐ51
	064-ｐ52
	065-ｐ53
	066-ｐ54
	067-ｐ55
	068-ｐ56
	069-ｐ57
	070-ｐ58
	071-ｐ59
	072-ｐ60-
	073-ｐ61
	074-ｐ62
	075-ｐ63
	076-ｐ64
	077-ｐ65
	078-ｐ66
	079-ｐ67
	080-ｐ68
	081-ｐ69
	082-ｐ70
	083-抄録
	084-奥付



